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建
設
業
新
時
代
へ

�

改
革
の
波
に
乗
れ

　

建
設
業
界
で
は
こ
の
４
月
、
５
年
の
猶

予
を
経
て
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働
上
限

規
制
が
適
用
さ
れ
た
。
担
い
手
不
足
が
言

わ
れ
て
久
し
い
が
、
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
、
他
産
業
と
の
人
材
獲
得
競
争
に
勝
ち

残
ら
な
け
れ
ば
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て

の
建
設
業
の
未
来
は
見
え
て
こ
な
い
。

　

23
日
に
閉
会
し
た
通
常
国
会
で
は
、
い

わ
ゆ
る
第
３
次
担
い
手
３
法
が
可
決
、
成

立
し
た
。
建
設
業
に
お
け
る
担
い
手
の
確

保
へ
、
賃
上
げ
、
処
遇
改
善
な
ど
に
向
け

建
設
業
法
、
入
札
契
約
適
正
化
法
、
品
確

法
、
測
量
法
の
４
法
を
改
正
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
盛
り
込
ま
れ
た
標
準
労
務
費

の
作
成
・
勧
告
へ
中
央
建
設
業
審
議
会
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
や
、
標

準
約
款
の
改
正
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
改

正
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
針
作
成
な
ど
の
検
討
作
業

な
ど
が
本
格
化
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
実
効
性
の
確
保
と
い
っ
た
面
で

は
建
設
Ｇ
メ
ン
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
公
正
取
引
委
員
会
な
ど
関
連
す
る
機

関
と
の
連
携
強
化
な
ど
も
進
め
る
。

　

建
設
業
の
未
来
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
続
い
て
い
く
制
度
改
正
な
ど
よ
り
良
い

も
の
へ
突
き
進
む
不
断
の
努
力
、
さ
ら

に
、
発
注
者
を
含
め
た
建
設
業
を
取
り
巻

く
関
係
者
全
体
の
意
識
改
革
が
重
要
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

様
々
な
変
化
の
波
が
や
っ
て
く
る
。
そ

の
波
に
乗
っ
て
突
き
進
も
う
。
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設
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一歩踏み出すその先に
建設業の未来が広がる
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建
設
業
法
と
入
札
契
約
適
正
化
法

の
一
部
改
正
法
は
、
建
設
業
の
担
い

手
確
保
へ
、
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
賃
金
原
資
の
確
保
と
下
請
事

業
者
ま
で
の
行
き
渡
り
、
資
材
価
格

転
嫁
の
円
滑
化
に
よ
る
労
務
費
へ
の

し
わ
寄
せ
防
止
、
働
き
方
改
革
や
現

場
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
の
措

置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
公
布
日

か
ら
１
年
６
カ
月
を
超
え
な
い
範
囲

で
施
行
と
な
る
が
、
３
カ
月
、
６
カ

月
を
超
え
な
い
間
に
施
行
と
な
る
も

の
も
あ
る
。

　

建
設
業
は
、
他
産
業
よ
り
賃
金
が

低
く
、
就
労
時
間
も
長
い
た
め
、
担

い
手
の
確
保
が
困
難
な
状
況
。
建
設

業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
「
地
域
の
守

り
手
」
と
し
て
い
け
る
よ
う
、
時
間

外
労
働
規
制
等
に
も
対
応
し
つ
つ
、

処
遇
改
善
、
働
き
方
改
革
、
生
産
性

向
上
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
は
同
法

が
閣
議
決
定
し
た
際
に
「
処
遇
改
善

と
働
き
方
改
革
を
強
力
に
進
め
、
将

来
に
わ
た
っ
て
必
要
な
担
い
手
が
確

保
で
き
る
持
続
可
能
な
建
設
業
の
実

現
を
目
指
す
」
と
話
し
、「
発
注
者

で
あ
る
企
業
等
に
と
っ
て
も
建
設
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
今
後
も
持
続
的
に

　

第
２
１
３
回
通
常
国
会
で
は
内
閣
提
出
の
「
建
設

業
法
及
び
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

と
議
員
立
法
の
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
案
」
が
成
立

し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
第
３
次
担
い
手
３
法
」
だ
。
前

回
の
新
・
担
い
手
３
法
に
続
く
第
３
弾
と
な
る
た
め

こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
建

設
業
に
向
け
て
建
設
業
法
等
で
は
▽
処
遇
改
善
▽
労

務
費
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止
▽
働
き
方
改
革
・
生
産
性

向
上
―
を
３
本
柱
に
、
品
確
法
等
は
▽
担
い
手
確
保

▽
地
域
建
設
業
等
の
維
持
▽
生
産
性
向
上
▽
公
共
工

事
等
の
発
注
体
制
の
強
化
―
の
４
本
柱
で
改
正
し
て

い
る
。

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も

の
」
だ
と
し
、
発
注
者
に
と
っ
て
も

非
常
に
重
要
と
説
明
し
て
い
る
。

　

改
正
法
の
主
な
内
容
は
次
の
通

り
。

【
労
働
者
の
処
遇
改
善
】

　

建
設
業
者
に
対
し
て
労
働
者
の
処

遇
確
保
を
努
力
義
務
化
。
国
は
当
該

処
遇
確
保
の
取
り
組
み
状
況
を
調

査
・
公
表
。

　

労
務
費
等
の
確
保
と
行
き
渡
り
へ

中
央
建
設
業
審
議
会
が
「
労
務
費
の

基
準
」
を
作
成
・
勧
告
。
受
注
者
と

注
文
者
の
双
方
に
著
し
く
低
い
労
務

費
等
に
よ
る
見
積
り
書
の
作
成
や
変

更
依
頼
を
禁
止
（
違
反
発
注
者
に
は

国
土
交
通
大
臣
等
が
勧
告
）。

　

併
せ
て
、
受
注
者
に
お
け
る
不
当

に
低
い
請
負
代
金
に
よ
る
契
約
締
結

を
禁
止
。

【
資
材
高
騰
に
伴
う
労
務
費
へ
の
し

わ
寄
せ
防
止
】

　

資
材
高
騰
な
ど
請
負
代
金
や
工
期

に
影
響
を
及
ぼ
す
事
象
（
リ
ス
ク
）

が
あ
る
場
合
、
請
負
契
約
締
結
ま
で

に
受
注
者
か
ら
注
文
者
へ
の
通
知
を

義
務
化
。

　

資
材
価
格
変
動
時
の
請
負
代
金
等

「
変
更
方
法
」
を
契
約
書
の
記
載
事

項
と
し
て
明
確
化
。

　

当
該
リ
ス
ク
発
生
時
は
、
誠
実
に

協
議
に
応
じ
る
こ
と
を
注
文
者
に
努

力
義
務
化
。

【
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向
上
】

　

長
時
間
労
働
抑
制
へ
、
受
注
者
に

よ
る
著
し
く
短
い
工
期
に
よ
る
契
約

締
結
を
禁
止
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
を
要
件
に
、
現
場

技
術
者
の
専
任
規
制
や
、
公
共
工
事

に
お
け
る
施
工
体
制
台
帳
提
出
義
務

を
合
理
化
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
現
場
管
理
の

「
指
針
」
を
国
が
作
成
し
、
特
定
建

設
業
者
や
公
共
工
事
受
注
者
に
対

し
、
効
率
的
な
現
場
管
理
を
努
力
義

務
化
。

　

改
正
は
▽
担
い
手
確
保
▽
地
域
建

設
業
等
の
維
持
▽
生
産
性
向
上
▽
公

共
工
事
等
の
発
注
体
制
の
強
化
―
の

４
本
を
柱
と
し
、
品
確
法
の
ほ
か
、

発
注
者
の
責
務
に
関
し
入
札
契
約
適

正
化
法
、
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
測

量
法
の
合
わ
せ
て
３
法
を
議
員
立
法

で
改
正
と
な
っ
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
通
り
。

【
担
い
手
確
保
】

　

働
き
方
改
革
、
処
遇
改
善
へ
、
公

共
工
事
の
品
質
は
工
事
等
に
従
事
す

る
者
の
休
日
等
の
労
働
条
件
等
の
適

正
な
整
備
に
配
慮
し
た
上
で
確
保
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
基
本

理
念
に
お
い
て
定
め
る
。

　

公
共
工
事
に
従
事
す
る
も
の
に
対

す
る
賃
金
の
支
払
い
や
、
休
日
の
付

与
の
実
態
は
国
が
調
査
を
行
う
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
適
切
な
価
格
転
嫁
対
策
と

し
て
、
発
注
者
の
責
務
に
価
格
変
動

時
の
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
設
定
、
運
用

基
準
の
策
定
と
適
切
な
請
負
代
金
額

の
変
更
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
。

　

担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
、
確

保
へ
国
、
地
方
公
共
団
体
が
職
業
訓

練
を
実
施
者
に
対
し
支
援
、
高
等
学

校
等
と
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
促

進
、
外
国
人
を
含
む
多
様
な
人
材
の

確
保
に
必
要
な
環
境
整
備
の
促
進
へ

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
地
域
建
設
業
等
の
維
持
】

　

発
注
者
の
責
務
と
し
て
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
競
争
参
加
資
格
等
を

設
定
。

　

災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
復
興
に

資
す
る
事
業
の
た
め
に
必
要
な
能
力

を
有
す
る
民
間
事
業
者
と
地
域
の
民

間
事
業
者
と
の
連
携
・
協
力
の
た
め

必
要
措
置
を
講
じ
る
。

　

公
共
工
事
の
目
的
物
被
害
状
況
把

握
に
関
し
、
当
該
目
的
物
の
整
備
等

に
つ
い
て
必
要
な
知
識
お
よ
び
経
験

を
有
す
る
も
の
の
活
用
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

【
生
産
性
向
上
】

　

新
技
術
の
活
用
推
進
を
基
本
理
念

や
受
発
注
者
の
責
務
と
し
て
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
化
の
促
進

や
技
術
開
発
へ
の
国
の
支
援
等
に
つ

い
て
規
定
を
追
加
す
る
。

【
公
共
工
事
等
の
発
注
体
制
の
強
化
】

　

職
員
の
育
成
支
援
措
置
や
発
注
関

係
事
務
の
実
態
調
査
に
基
づ
く
助
言

に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
。

　

入
札
・
契
約
適
正
化
指
針
で
必
要

な
体
制
整
備
に
関
す
る
こ
と
を
定
め

る
。
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
へ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
同

指
針
に
照
ら
し
て
必
要
な
勧
告
ま
た

は
助
言
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
測
量
業
】

　

担
い
手
確
保
の
た
め
、
測
量
士
お

よ
び
測
量
士
と
な
る
資
格
の
要
件

や
、
測
量
に
関
す
る
専
門
の
養
成
施

設
の
登
録
要
件
を
柔
軟
化
。
測
量
法

に
資
格
の
あ
り
方
の
検
討
規
定
を
追

加
す
る
。

労
務
費
確
保
し
行
き
渡
り

�

円
滑
な
資
材
価
格
転
嫁
に
対
応

担
い
手
確
保
な
ど
４
本
柱

�
測
量
分
野
も
含
め
て
対
応
へ

建
設
業
法
と
入
契
法

品
確
法
等
一
部
改
正

第３次担い手３法が成立

　

公
共
工
事
品
質
確
保
に
関
す
る
議
員
連
盟
の
佐
藤
信
秋
幹
事
長
は
、
品
確
法

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
不
調
・
不
落
の
再
入
札
で
見
積
書
を
徴
す
る
対
象

が
、
災
害
の
み
か
ら
「
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
」

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
休
日
確

保
の
推
進
、
担
い
手
確
保
の
環
境
整
備
、
地
域
建

設
業
の
維
持
、
技
術
開
発
と
ど
れ
だ
け
使
う
か
の

目
標
を
定
め
る
こ
と
な
ど
だ
と
語
っ
た
。

建設業法成立後のロードマップイメージ

品
確
法
改
正
に
つ
い
て�

佐
藤
議
連
幹
事
長
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i-Construction2.0を説明する斉藤国交相

　

東
京
都
が
計
画
す
る

築
地
地
区
ま
ち
づ
く
り

で
４
月
19
日
、
三
井
不

動
産
を
代
表
企
業
と
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

×
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
」
が
事
業
予
定
者
に

決
定
し
た
。
総
事
業
費

約
９
０
０
０
億
円
を
投

じ
、
一
部
を
２
０
２
９

年
度
先
行
開
業
、
30
年

代
前
半
以
降
の
開
業
を

目
指
し
、
築
地
市
場
跡

地
に
東
京
の
国
際
競
争

力
を
高
め
、
都
民
か
ら

１
１
７
万
㎡
。

　

な
お
、
マ
ル
チ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

世
界
屈
指
の
可
変
性
と
多
機
能
性
を

備
え
た
屋
内
全
天
候
型
施
設
。
収
容

人
員
は
約
５
万
人
か
ら
用
途
に
応
じ

て
２
万
～
５
万
７
０
０
０
席
に
可
変

す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
お
よ
び
整

備
、
運
営
等
の
条
件
等
を
定
め
る
基

本
協
定
の
締
結
は
、
24
年
度
中
を
予

定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成

は
事
業
会
社
を
三
井
不
動
産
の
ほ
か

ト
ヨ
タ
不
動
産
、
読
売
新
聞
グ
ル
ー

プ
本
社
。建
設
企
業
は
鹿
島
建
設
、清

水
建
設
、
大
成
建
設
、
竹
中
工
務
店
。

設
計
は
日
建
設
計
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
。
協
力
は
朝
日
新

聞
社
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
全
11
社
。

丁
目
、
６
丁
目
。
活
用
都
有
地
面
積

は
19
万
４
６
７
９
㎡
。
コ
ン
セ
プ
ト

は
５
万
人
収
容
の
大
規
模
集
客
・
交

流
施
設
（
マ
ル
チ
ス
タ
ジ
ア
ム
）
を

中
心
に
、
健
康
長
寿
社
会
に
向
け
た

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

「
食
・
体
験
・
に
ぎ
わ
い
」「
迎
賓
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
の
３
つ
の
主
要

機
能
を
導
入
。
主
要
建
物
は
、
合
計

９
棟
で
構
成
し
、
総
延
べ
床
面
積
約

愛
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
人
々
が
集
ま

る
ま
ち
が
生
ま
れ
る
。

　

計
画
地
は
東
京
都
中
央
区
築
地
５

　

国
土
交
通
省
は
、
直
轄
工
事
で
２
０
４
０
年
度
ま
で
に
少
な
く
と
も
省

人
化
３
割
、
生
産
性
１
・
５
倍
向
上
、
働
き
方
改
革
・
新
３
Ｋ
の
実
現
に

向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
か
ら
建
設
現
場
の
自
動
化
に
向
け
て
舵
を
切
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
た
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
２
・
０
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
▽
施
工
▽
デ
ー
タ
連
携
（
デ
ジ
タ
ル
化
・
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
）
▽
施
工
管
理
（
リ
モ
ー
ト
化
・
オ
フ
サ
イ
ト
化
）
―
の

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進
め
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
工
事
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。
25
年
度
、
土
工
な
ど
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
が
原
則
化
さ
れ
る
。

目
標
は
省
人
化
３
割
、

生
産
性
１
・
５
倍
向
上

　

生
産
年
齢
人
口
は
40
年
度
に
は
20

年
度
比
で
約
２
割
減
少
と
予
測
さ
れ

る
中
、
自
然
災
害
は
毎
年
の
よ
う
に

発
生
し
被
害
は
激
甚
化
・
頻
発
化
。

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
加
速
度
的
に
進

む
状
況
か
ら
、
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２
・
０
に
取
り
組
む
。

　

施
工
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
へ

は
自
動
施
工
の
安
全
ル
ー
ル
を
実
現

場
で
適
用
す
る
試
行
工
事
の
実
施
、

機
能
要
件
や
施
工
管
理
要
領
の
策
定

へ
の
検
討
・
検
証
を
進
め
る
。
研
究

開
発
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ａ
で
は
、
異
な
る
メ
ー
カ
ー
の

建
機
で
も
対
応
で
き
る
共
通
制
御
信

号
の
共
同
研
究
を
進
め
る
。
遠
隔
施

工
技
術
の
普
及
促
進
で
は
、
災
害
対

策
時
以
外
の
施
工
現
場
で
の
試
行
工

事
、
施
工
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
効

果
の
検
証
で
も
試
行
工
事
を
行
う
。

　

25
年
度
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
原
則
化

に
踏
み
切
る
の
は
土
工
と
浚
渫
工

（
河
川
）
を
掲
げ
て
い
る
。
と
も
に

実
施
率
が
高
く
、
実
施
件
数
も
多
い

た
め
、
24
年
度
は
施
工
者
希
望
型
を

発
注
者
指
定
型
に
移
行
さ
せ
る
ス
テ

ッ
プ
を
踏
み
原
則
化
に
つ
な
げ
る
。

そ
の
他
の
工
種
は
、
取
り
組
み
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
順
次
原
則
化
へ

検
討
す
る
。

　

施
工
管
理
で
は
、
遠
隔
臨
場
に
よ

る
工
事
検
査
を
原
則
全
直
轄
土
木
工

事
へ
適
用
す
る
。

　

４
月
16
日
の
会
見
で
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２
・
０
の
ス

タ
ー
ト
に
つ
い
て
説
明
し
た
斉
藤
鉄

夫
国
土
交
通
大
臣
は
、
自
身
も
建
設

会
社
で
働
い
て
い
た
こ
と
を
引
き
合

い
に
「
大
変
意
義
深
い
も
の
。
こ
れ

か
ら
の
建
設
現
場
を
変
え
て
い
く
、

そ
う
い
う
大
き
な
要
素
を
持
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
」
と
強

く
決
意
を
表
し
た
。

　

自
動
施
工
、
遠
隔
施
工
、
施
工
デ

ー
タ
の
活
用
を
軸
に
導
入
や
活
用
を

拡
大
し
、
長
期
目
標
の
大
規
模
現
場

で
の
自
動
施
工
と
最
適
施
工
の
実
現

を
目
指
す
。
24
年
度
は
試
行
工
事
な

ど
に
も
取
り
組
む
。
な
お
、
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化
で
基
本
的
な
土
台
と

な
る
の
は
自
動
施
工
の
安
全
ル
ー

ル
。
23
年
度
末
ま
で
に
策
定
を
終
え

て
お
り
、
24
年
度
は
、
安
全
ル
ー
ル

を
実
現
場
に
適
用
す
る
試
行
工
事
を

実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
自
動
施
工
機

械
の
機
能
要
件
や
施
工
管
理
要
領
の

策
定
に
向
け
た
検
討
・
検
証
を
行 

う
。

　

遠
隔
施
工
に
つ
い
て
は
、
災
害
対

応
時
の
斜
面
対
策
工
事
等
で
オ
ペ
レ

ー
タ
が
建
機
に
搭
乗
せ
ず
に
遠
隔
操

作
す
る
工
事
を
実
施
し
て
き
た
が
、

生
産
性
の
高
い
自
動
施
工
の
実
現
へ

は
通
常
工
事
へ
の
導
入
が
不
可
欠
。

見
え
る
範
囲
で
の
短
距
離
遠
隔
操

作
、
離
れ
た
場
所
か
ら
の
長
距
離
遠

隔
操
作
が
あ
る
。
特
に
事
務
所
な
ど

現
場
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
操
作

は
、
労
働
災
害
の
防
止
や
労
働
環
境

の
改
善
、
複
数
現
場
の
兼
任
や
都
心

部
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
地
方
部
の
施
工

を
担
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
24
年

度
は
災
害
対
策
時
以
外
の
施
工
現
場

で
試
行
工
事
を
実
施
す
る
。

　

施
工
デ
ー
タ
の
活
用
は
施
工
の
最

適
化
を
目
指
す
も
の
。
自
動
施
工
に

必
要
な
デ
ー
タ
な
ど
を
集
約
・
活
用

す
る
施
工
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
整
備
、併
せ
て
共
通
ル
ー
ル（
Ａ

Ｐ
Ｉ
連
携
）
を
策
定
し
、
施
工
デ
ー

タ
連
携
を
図
る
技
術
開
発
を
促
進
す

る
。
24
年
度
か
ら
施
工
デ
ー
タ
活
用

の
試
行
工
事
を
実
施
し
て
効
果
検
証

に
入
る
。
26
年
度
か
ら
は
施
工
デ
ー

タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整
備
。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
の
活
用
や
施

工
管
理
、
監
督
・
検
査
等
の
リ
モ
ー

ト
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
現
場
作

業
を
省
力
化
す
る
な
ど
建
設
現
場
の

リ
モ
ー
ト
化
・
オ
フ
サ
イ
ト
化
を
推

進
す
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
建
設
現

場
に
人
の
介
在
は
不
可
欠
で
、

働
き
方
改
革
の
推
進
は
必
須
と

し
て
い
る
。

　

監
督
検
査
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

リ
モ
ー
ト
化
は
遠
隔
臨
場
と
し

て
、
24
年
度
か
ら
原
則
全
て
の

直
轄
土
木
工
事
の
検
査
で
適

用
。
こ
れ
ま
で
は
、
発
注
者
職

員
が
現
場
に
向
か
い
、
臨
場
で

確
認
し
て
い
た
事
項
を
遠
隔
で

確
認
可
能
に
な
る
。

　

23
年
７
月
に
本
格
運
用
に
入

っ
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
画

像
の
解
析
に
よ
る
配
筋
間
隔
・

本
数
・
径
・
か
ぶ
り
な
ど
構
造
物

配
筋
の
出
来
形
確
認
。
今
後
は

計
測
項
目
の
追
加
や
計
測
精
度

の
向
上
に
向
け
た
技
術
開
発
、

関
連
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
３
次
元
設

計
デ
ー
タ（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
）

の
適
用
も
検
討
し
て
い
く
。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
活
用
促
進

は
新
た
な
局
面
に
移
る
。
こ
れ

ま
で
、
コ
ス
ト
面
を
中
心
に
形

式
や
工
法
を
検
討
し
て
き
た
が
、
省

人
化
、
働
き
方
改
革
寄
与
度
、
安
全

性
向
上
、
環
境
負
荷
低
減
な
ど
価
格

以
外
の
価
値
を
評
価
す
る
考
え
方
の

採
用
を
検
討
。
大
型
構
造
物
に
対
し

て
の
導
入
を
推
進
す
る
。

施
工
管
理
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

施
工
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

i－Construction2.0はじまる

　

建
設
現
場
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
シ

ー
ム
レ
ス
な
デ
ー
タ
共
有
・
連
携
を

実
現
す
る
。３
Ｄ
デ
ー
タ
の
標
準
化
・

共
有
基
盤
の
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
、
デ
ー
タ
共
有
基
盤
の
整
備
、
デ

ー
タ
活
用
ツ
ー
ル
の
開
発
・
実
装
の

切
り
口
か
ら
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
最
大
限
の

活
用
と
施
工
管
理
の
高
度
化
、
検
査

の
効
率
化
を
進
め
る
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
23
年
度
に
原

則
適
用
を
開
始
し
た
が
、
３
次
元
モ

デ
ル
は
２
次
元
設
計
を
行
っ
た
あ
と

に
実
施
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ

こ
で
、
24
年
度
は
３
次
元
モ
デ
ル
の

標
準
化
に
向
け
た
試
行
業
務
を
実
施

す
る
。

　

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
書
類
の
削
減

は
、情
報
共
有
シ
ス
テ
ム（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）

が
カ
ギ
。
施
工
管
理
関
連
情
報
（
工

程
、
出
来
形
・
品
質
、
図
面
、
写
真

等
）
の
デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
、
各
種
情

報
の
活
用
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
拡
充
検

討
を
進
め
る
。

デ
ー
タ
連
携
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

築
地
市
場
跡
地
が
生
ま
れ
変
わ
る

東
京
都
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―
―
２
０
２
４
年
問
題
を
踏
ま
え
た

建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
の

取
り
組
み
、
埼
玉
県
と
し
て
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
。

　
山
本
　
建
設
業
は
非
常
に
重
要
な

産
業
で
あ
り
、
県
と
し
て
支
援
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
一
つ

目
は
、
施
工
時
期
の
平
準
化
。
で
き

る
だ
け
平
準
化
し
て
長
時
間
労
働
を

抑
制
し
、
工
事
量
を
安
定
的
に
し
て

い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
ゼ
ロ
債

務
負
担
行
為
の
活
用
、
あ
る
い
は
繰

り
越
し
の
手
続
き
を
着
実
に
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
適
正
な
工
期
を
確
保

す
る
。
業
務
委
託
に
つ
い
て
も
、
履

行
期
限
の
年
度
末
集
中
を
緩
和
す
る

べ
く
、
発
注
を
早
め
た
り
、
次
年
度

に
繰
り
越
す
こ
と
で
、
第
４
四
半
期

の
完
了
件
数
が
、
１
年
間
の
う
ち
の

40
％
以
下
に
な
る
よ
う
に
平
準
化
を

進
め
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
週
休
２
日
制
モ
デ
ル
工

事
。
県
土
整
備
部
に
お
い
て
は
、
23

年
度
ま
で
発
注
者
指
定
型
と
受
注
者

希
望
型
を
併
用
し
て
き
た
が
、
24
年

度
か
ら
は
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め

に
、
緊
急
工
事
等
を
除
い
て
、
す
べ

て
の
工
事
を
発
注
者
指
定
型
で
実
施

し
て
い
く
。
ど
う
し
て
も
現
場
の
閉

所
が
困
難
な
工
事
は
、
技
術
者
や
技

能
労
働
者
を
交
替
し
な
が
ら
、
４
週

間
の
間
に
８
日
の
休
み
が
取
れ
る
よ

う
に
、
交
替
制
を
導
入
し
、
週
休
２

日
を
定
着
さ
せ
て
い
く
。

　

三
つ
目
と
し
て
は
、
技
能
労
働
者

の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
建
設
キ
ャ

リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
。

24
年
度
は
県
土
整
備
部
で
、
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
活
用
モ
デ

ル
工
事
を
発
注
者
指
定
型
で
３
０
０

件
以
上
実
施
し
、
強
力
に
推
進
し
て

い
く
。

　

四
つ
目
と
し
て
、
工
事
書
類
の
簡

素
化
を
進
め
る
。
関
東
地
方
整
備
局

と
県
と
の
記
載
内
容
の
統
一
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
全
体
26
書
類
の
う

ち
24
の
書
類
、 

約
92
％
ま
で
統
一
化

が
実
現
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
４
月

に
「
埼
玉
県
土
木
工
事
書
類
ス
リ
ム

化
ガ
イ
ド
」
を
策
定
し
た
。
過
剰
な

資
料
な
ど
作
ら
な
く
て
も
良
い
書
類

―
―
い
よ
い
よ
建
設
業
界
の
２
０
２

４
年
問
題
、
残
業
の
罰
則
付
き
上
限

規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
川　
こ
れ
ま
で
会
議
等
の
あ
い

さ
つ
で
、
こ
の
問
題
を
ず
っ
と
提
起

し
な
が
ら
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
き

た
。
当
社
で
も
打
ち
合
わ
せ
の
度

に
、
こ
の
話
題
か
ら
入
っ
て
お
り
、

そ
う
す
る
こ
と
で
か
な
り
皆
が
真
剣

に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
事

実
。
そ
の
成
果
と
し
て
前
年
度
、
対

前
年
度
よ
り
も
全
社
的
な
残
業
時
間

が
平
均
し
て
２
割
程
度
減
少
し
た
企

業
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
対
応
や
意
識
改
革
を
行
っ
て

き
た
企
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
何
ら

の
成
果
は
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

現
実
問
題
と
し
て
、
国
土
交
通
省

発
注
工
事
の
現
場
は
週
休
２
日
で
動

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
省
の
工
事

を
請
け
負
っ
て
い
る
企
業
は
、
そ
れ

に
応
じ
た
対
策
や
対
応
を
講
じ
て
い

る
と
思
う
。
県
の
工
事
を
中
心
に
請

け
負
っ
て
い
る
企
業
も
、
県
か
ら
発

注
者
指
定
型
で
週
休
２
日
制
の
モ
デ

ル
工
事
の
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
動
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

市
町
村
や
民
間
の
発
注
工
事
で
は
、

未
だ
対
応
が
十
分
と
言
え
る
状
況
に

は
な
い
。
法
律
を
順
守
す
る
た
め

に
、
引
き
続
き
発
注
者
に
理
解
を
求

め
、
契
約
方
法
や
工
期
の
設
定
を
発

注
者
と
協
議
す
る
な
ど
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

現
場
作
業
の
視
点
か
ら
み
る
と
、

残
業
が
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
非

効
率
な
面
も
あ
る
。
残
業
し
て
工
事

を
行
え
ば
当
日
中
に
完
了
す
る
工
事

も
、
残
業
が
で
き
な
い
こ
と
で
作
業

が
翌
日
に
繰
り
越
さ
れ
、
翌
日
に
ま

た
準
備
作
業
か
ら
入
る
こ
と
に
な

る
。
前
日
に
残
業
す
れ
ば
２
時
間
で

終
了
し
た
工
事
も
、
翌
日
に
繰
り
越

さ
れ
る
と
午
前
中
い
っ
ぱ
い
か
か
っ

て
し
ま
う
。
さ
ら
に
人
手
不
足
が
加

わ
っ
て
お
り
、
職
人
の
手
配
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
難
し
く
な
り
、
問
題
を

複
雑
か
つ
困
難
な
も
の
に
し
て
い

る
。

―
―
問
題
の
解
決
に
は
、
現
場
の
生

産
性
向
上
や
、
新
た
な
担
い
手
の
確

を
示
し
て
お
り
、
簡
素
化
、
ひ
い
て

は
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

―
―
Ｄ
Ｘ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
促
進
は
。

　
山
本
　
大
野
元
裕
知
事
が
特
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
建
設
業
の
Ｄ
Ｘ
を

強
力
に
推
進
す
る
。
埼
玉
県
の
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

推
進
計
画
を
３
月
に
改
定
し
て
、
２

期
目
（
24
～
26
年
度
）
に
入
っ
た
。

計
画
で
は
、
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の

変
革
を
掲
げ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
目
が
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
の
活
用
。
受

発
注
者
間
の
情
報
共
有
を
い
か
に
効

率
化
す
る
か
と
い
う
観
点
が
大
事
。

23
年
度
は
県
土
整
備
部
の
発
注
し
た

工
事
の
約
半
数
で
活
用
し
た
。
着
実

に
浸
透
し
て
い
る
が
、
24
年
度
は
さ

ら
に
強
力
に
進
め
た
い
。
県
土
整
備

部
お
よ
び
都
市
整
備
部
が
発
注
す
る

保
育
成
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

小
川　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
や
建
設
Ｄ

Ｘ
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
す
る

こ
と
で
生
産
性
は
あ
が
る
。
昨
年
度

は
埼
玉
県
県
土
整
備
部
工
事
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
操
作
説
明

会
、
ド
ロ
ー
ン
体
験
研
修
会
を
行
っ

た
ほ
か
、
埼
玉
県
地
域
建
設
業
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
検
討
委
員
会
に
参
画
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
小
規
模
工
事
現
場
で
の
見
学
会
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

協
会
と
し
て
本
年
度
も
こ
う
し
た
研

修
を
は
じ
め
調
査
研
究
や
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
く
。

　

現
実
と
し
て
、
建
設
業
の
就
労
者

は
４
割
近
く
を
55
歳
以
上
が
占
め
、

29
歳
以
下
が
約
１
割
と
い
う
人
員
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
少
子
高

齢
化
そ
の
も
の
。
何
と
か
若
手
に
建

設
業
界
に
入
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

方
策
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

す
べ
て
の
土
木
工
事
に
原
則
、
適
用

す
る
。
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
小

規
模
な
県
内
の
施
工
業
者
に
も
メ
リ

ッ
ト
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
も
、

県
内
の
各
業
界
団
体
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
き
た
い
。

　

二
つ
目
は
遠
隔
臨
場
。
21
年
度
に

試
行
を
開
始
し
、
24
年
度
か
ら
は
県

土
整
備
部
お
よ
び
都
市
整
備
部
が
発

注
す
る
土
木
工
事
、
原
則
す
べ
て
で

実
施
し
て
い
く
。
受
発
注
者
間
の
協

議
に
も
活
用
で
き
る
。
ま
た
県
側

も
、
例
え
ば
若
手
職
員
が
現
場
に
行

き
、
遠
隔
で
ベ
テ
ラ
ン
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
「
サ
ポ
ー
ト
臨
場
」
に

も
使
え
る
。
業
界
の
方
々
と
連
携
、

協
力
し
な
が
ら
進
め
、
普
及
さ
せ
て

い
き
た
い
。

　

三
つ
目
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

の
適
用
。順
次
、広
げ
て
き
て
お
り
、

例
え
ば
23
年
度
は
、
１
０
０
０
㎥
以

上
の
土
工
を
含
む
工
事
の
約
63
％
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
施
工
だ
っ
た
。

１
月
に
実
施
方
針
を
改
定
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
工
種
に
つ
い

て
、
従
来
の
７
工
種
か
ら
16
工
種
に

拡
大
し
た
。24
年
度
、さ
ら
に
裾
野
を

広
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

四
つ
目
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
管

理
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
。

埼
玉
県
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
公
開
し
て
お
り
、

誰
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
４
月
か
ら
は
、
県
土
整
備
部

が
管
理
し
て
い
る
道
路
、
河
川
の
一

部
の
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
も
入
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
実
際
の
業
務
に
も
役

立
つ
は
ず
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

―
―
入
札
契
約
方
式
の
展
望
は
。

　
山
本
　
県
の
基
本
的
な
方
針
は

「
県
内
企
業
に
で
き
る
こ
と
は
県
内

企
業
に
発
注
す
る
」。
県
内
建
設
企

業
の
育
成
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
分
離
・
分
割
発
注
や
、
適
正

な
地
域
要
件
の
設
定
、
さ
ら
に
は
企

業
の
所
在
地
を
地
理
的
要
件
と
し
て

加
点
す
る
総
合
評
価
方
式
を
活
用
し

て
、
県
内
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

総
合
評
価
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
毎

年
度
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
特
に

特
定
課
題
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
具
体

的
に
は
「
地
域
担
手
型
」「
若
手
育

成
型
」
な
ど
を
入
れ
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
運
用
し
て
い
る
。

ま
た
入
札
契
約
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
「
自
己
採
点
方
式
」
に
よ
り
例
年

同
様
、
３
０
０
件
程
度
発
注
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
３
月
に
は
、
県
立
高
校
へ
の

建
設
系
学
科
の
新
設
と
専
門
技
術
の

充
実
を
大
野
元
裕
知
事
に
要
望
し

た
。
埼
玉
県
内
に
土
木
、
建
築
と
い

っ
た
建
設
系
学
科
の
設
置
校
が
他
県

と
比
較
し
て
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

建
設
系
の
学
生
を
増
や
し
て
い
く
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
子
供
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
業
界
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
、

業
界
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る
人
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

は
、
受
け
皿
と
な
る
建
設
業
の
わ
れ

わ
れ
会
員
企
業
が
、
品
質
の
高
い
工

事
を
施
工
し
、
し
っ
か
り
と
利
益
を

創
出
す
る
対
策
を
と
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

そ
れ
に
は
設
計
変
更
を
認
め
て
も

ら
う
こ
と
も
重
要
だ
。
設
計
の
中
に

は
完
成
度
の
低
い
成
果
品
も
あ
っ
た

り
、
工
期
の
設
定
が
疑
問
な
場
合
も

あ
る
。
そ
う
し
た
事
案
が
発
生
し
た

際
は
、
発
注
者
と
協
議
を
し
て
設
計

変
更
を
認
め
て
ほ
し
い
。
埼
玉
県
土

木
工
事
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も

あ
る
の
で
、
活
用
に
つ
い
て
協
会
と

し
て
も
改
め
て
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

―
―
小
川
会
長
は
昨
年
の
総
会
で
会

長
に
就
任
さ
れ
、
本
年
は
２
年
目
を

迎
え
ま
す
。
改
め
て
建
設
業
の
果
た

す
役
割
や
協
会
の
進
む
方
向
性
に
つ

い
て
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

小
川　
地
震
、
台
風
、
豪
雨
と
、

自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て

い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
規

模
が
大
き
く
な
れ
ば
個
々
の
会
社
で

は
対
応
で
き
な
い
。
協
会
に
は
12
支

部
あ
る
が
、
各
支
部
が
連
携
し
て
協

力
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
わ
れ
わ

れ
建
設
業
協
会
と
会
員
企
業
が
地
域

の
守
り
手
と
し
て
、
そ
の
役
割
に
応

え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
建
設
業
は
温
室
効
果
ガ
ス

の
大
き
な
排
出
源
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
取
り
組
も
重
要
で
あ
る
。

　

私
が
就
任
し
て
協
会
の
委
員
会
を

総
合
企
画
委
員
会
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員

会
、
技
術
委
員
会
、
戦
略
的
広
報
委

員
会
の
４
つ
に
再
編
し
た
。
多
く
の

協
会
員
が
委
員
会
に
参
加
し
て
積
極

的
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

世
の
中
の
動
き
に
合
わ
せ
て
建
設
業

界
や
協
会
を
変
え
て
い
く
と
い
う
視

点
で
、
こ
の
１
年
で
確
か
な
手
応
え

が
あ
り
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
実
を
結
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

埼
玉
県

山
本
　
悟
司
副
知
事

　建設ＤＸ、働き方改革など建設業界を取り巻く環境変化のスピードは早い。埼玉
県の山本悟司副知事は「官民一体となって取り組み、魅力的な産業にしていく」こ
との重要性を強調する。激甚化している災害への備えなどから「建設業の持続的な
発展」の必要性を唱える。呼応するように埼玉県建設業協会の小川貢三郎会長は、
働き方改革が待ったなしであることを「会員企業にずっと提起してきた」と語る。
「意識改革を行ってきた企業では成果が出ている」と捉えている。これからも「品
質の高い施工でしっかりと利益を創出する」ことで、健全経営を持続していく。

生
産
性
向
上
へ
取
組
加
速

�

残
業
上
限
規
制
、発
注
者
の
理
解
必
要

建
設
Ｄ
Ｘ
を
強
力
に
展
開

�

働
き
方
改
革 

県
と
し
て
支
援

埼
玉
県
建
設
業
協
会

小
川 

貢
三
郎
会
長

埼　玉
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新たな時代を切り拓け

日本工業経済新聞

　働き方改革では、埼玉労働局による緊急セミナーの開催など
様々な取り組みを通し、時間外労働の罰則付き上限規制の知識を
高めてきました。また同時に、この２０２４年問題をわかりやす
く会員企業に発信するための動画配信の準備を行ってきました。
入札制度改革では、国交省や県と意見交換を行い、現状と改革す
べき点について検証し、総合評価入札方式の改善案を作成しま
た。引き続き、車の両輪ともいえる「働き方改革の推進」と「入
札契約制度の改善」について、両面から取り組みを行います。

2024年問題をわかりやすく情報発信
総合企画委員会

委員長　中原　　誠 中原建設㈱
　建設業はＳＤＧｓの目標を複数、同時に実現できる業界であ
り、多くの企業においてＳＤＧｓ的な考え方を取り入れていく必
要があります。令和５年度は、「埼玉県環境ＳＤＧｓ取組宣言企
業制度」へ協会として登録するとともに、埼玉県と連携し「環境
から始めるＳＤＧｓ取組の進め～埼玉県建設業協会版～」を作成
し、埼玉県のＨＰに掲載しています。また、埼玉県と民間企業で
活躍する女性職員を一同に会して、建設業界における女性活躍推
進に関する意見交換会を行いました。引き続き、ＳＤＧｓの普及
啓発に取り組んでいきます。

普及啓発に取り組む
ＳＤＧｓ委員会

委員長　関根　勇治 初雁興業㈱

　「土木技術」、「建築技術」、「技術発表会」の３つのプロジ
ェクトチームで活動しています。「土木技術ＰＴ」では生産
性向上には欠かすことのできないＩＣＴ技術やＢＩＭ／ＣＩ
Ｍをはじめとした建設DＸの推進について、「建築技術ＰＴ」
では民間工事が大半を占める建築工事の設計積算体系や入札
契約事務など諸課題について調査研究を行っています。「技
術発表会ＰＴ」では技術職員の知識向上や会員企業の施工能
力向上のための技術発表会を開催し、建設技術向上に向けた
取り組みを進めています。

３PTで建設技術向上へ

委
員
長
　
古
郡
　
栄
一

古
郡
建
設
㈱

技
術
委
員
会

　当委員会では、地域建設業の魅力・イメージアップを戦略
的に広報する取り組みを行っています。令和５年度は、建設
産業「ポスター・絵画コンクール」の作品を看板やパネルで
使用するなど工事現場のイメージアップを図ってきました。
現在、特に建設業に関心のない人や、これから就職活動を始
める建設業をよく知らない若者達に興味を持ってもらえるよ
うな、建設業界のイメージアップに特化したＨＰの作成に取
り組んでいます。この中で、会員企業の紹介なども随時行え
るよう考えています。

イメージアップに特化したＨＰ作成

委
員
長
　
真
下
　
敏
明

真
下
建
設
㈱

戦
略
的
広
報
委
員
会

委員会の取り組みについて
　

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
中

小
企
業
の
参
入
を
促
し

て
い
く
―
―
。
埼
玉
県

は
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
を
、
首
都
圏

な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
性

が
良
い
圏
央
鶴
ヶ
島
Ｉ

Ｃ
の
近
接
地
に
整
備
す

る
。
２
０
２
４
年
度
に

着
工
し
、
26
年
度
の
開

所
を
想
定
。
総
事
業
費

は
83
億
４
８
６
５
万
４

０
０
０
円
と
し
て
い

る
。

　

技
術
動
向
・
市
場
・

地
フ
ィ
ー
ル
ド
―
―
な
ど

を
設
け
る
。

　

社
会
的
課
題
解
決
に
資

す
る
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

の
研
究
開
発
や
実
証
実
験

を
行
う
た
め
の
拠
点
施
設

に
す
る
計
画
。
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。

　

支
援
対
象
の
分
野
は

「
農
林
水
産
」「
建
設
・

点
検
・
保
守
」「
物
流
・

搬
送
」「
移
動
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
」「
介
護
・
福
祉
」「
ホ

テ
ル
・
外
食
」
な
ど
。

　

整
備
地
は
か
つ
て
、
農

業
大
学
校
跡
地
と
言
わ
れ

て
お
り
、
利
活
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
の
結
果
を
反
映
し

て
▽
ネ
ッ
ト
付
き
ド
ロ
ー
ン
飛
行
場

▽
多
目
的
フ
ィ
ー
ル
ド
▽
模
擬
市
街

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
整
備

埼
玉
県

埼　玉
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未来へはばたく建設業

日 本 工 業 経 済 新 聞

茨城県建設業協会一般社団法人

事
務
局

水
戸
市
大
町
三

－

一

－

二
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
（
二
二
一
）
五
一
二
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
（
二
二
五
）
一
一
五
八
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事

　

〃
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〃

　

〃　

　

〃

　

〃

石
津　

健
光

細
谷　

武
史

秋
山　

光
伯

大
藤　

博
文

小
林　

伸
行

新
井　
　

孝

田
口
恵
一
郎

梅
原　

基
弘

髙
野　
　

潔

羽
生　

義
隆

松
﨑　

里
志

白
田　

唯
雄

中
川
原　

勇

田
口　

誠
壽

株
木　

康
吉

鶴
田　

哲
男

鈴
木　

一
良

樫
村　
　

守

沢
畑　

正
剛

高
橋　

修
一

松
浦　

一
久

齋
藤　
　

実

関　
　

和
郎

櫻
井　

俊
一

柳
瀬　

香
織

矢
口　

和
博

大
内　

光
浩

根
本　

勝
義

木
村　
　

晃

大
貫　

茂
男

西
山　
　

孝

鈴
木　

勝
彦

尾
曽　

賢
和

関
根　

貴
雄

宇
野　

健
司

関
口　
　

宏

井
坂　

陽
介

宇
野　

光
雄

瀧　
　

文
雄

千
葉　

和
男

浅
川　

清
司

大
久
保
良
弘

橋
本　

直
行

澤
畠　

弘
樹

益
子　
　

勇

中
野　
　

章

迫　

祥
三
郎

白
土
仙
一
郎

伊
東　

久
夫

藤
﨑　

政
行

田
口　

年
彦

小
山　

竜
男

阪
口　

樹
利

重
田　

弘
明

松
﨑　

陽
樹

茂
木
伊
津
夫

熱
田　

勝
義

佐
々
木
孝
夫

増
川　
　

剛

木
村　

保
幸

根
本　

和
明

吉
田　

雅
幸

松
永　

英
信

海
老
原
雅
夫

山
口
謙
太
郎

酒
井　

幸
一

市
原
裕
一
郎

髙
野　

修
也

大
内　

康
意

仲
川　
　

孝

北
島　

正
進

吉
田　

康
廣

山
本　

宗
一

染
谷　

正
美

大
坂　
　

勇

髙
塚　

幹
夫

小
沢　
　

勲

野
口　

惠
夫

高
橋　
　

正

菊
地　

和
幸

長
山　

朋
之

内
藤
裕
一
郎

小
倉
健
太
郎

高
野　

和
子

石
井　

高
子

阪
口　

美
香

松
浦　

義
文

小
林　
　

満

小
山　
　

繁

細
田　

誠
一

池
田　

有
孝

森　
　

寛
樹

松
本　

尚
佳

会　

長

副
会
長
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常
任
理
事
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〃
専
務
理
事

常
務
理
事
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〃　

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃　

　

〃　

　

〃　

　

〃

竜
ケ
崎

支
部
長

高　

萩

支
部
長

土　

浦

支
部
長

常
陸
大
宮

支
部
長

大　

子

支
部
長

太　

田

支
部
長

鉾　

田

支
部
長

潮　

来

支
部
長

境支
部
長

筑　

西

支
部
長

常　

総

支
部
長

水　

戸

支
部
長

　

地
域
の
建
設
業
は
、
災
害
発
生
時

の
応
急
復
旧
や
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
防
疫
活
動
に
も
協
力
し
、

「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
」
と

い
う
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い

る
。

　

そ
の
使
命
を
継
続
し
て
果
た
し
て

い
く
た
め
、
建
設
業
協
会
で
は
将
来

に
わ
た
る
経
営
基
盤
を
強
化
し
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
に
努
め
、
生
産

性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
は
、
Ｄ

Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
進
め
て
い
る
が
、
大

手
で
は
対
応
で
き
て
も
、
人
員
が
限

ら
れ
て
い
る
地
方
の
中
小
建
設
業
は

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

と
い
え
る
。
そ
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
建
設
業
で
も
対
応

可
能
で
、
採
算
が
合
う
よ
う
な
ロ
ッ

ト
が
小
さ
い
工
事
に
も
適
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
工

期
が
守
ら
れ
な
い
、
給
料
が
安
い
と

い
う
職
場
に
、
若
い
人
は
来
な
い
と

思
う
。
法
律
に
守
ら
れ
、
休
暇
も
取

れ
、
仕
事
を
し
な
が
ら
利
益
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
な
産
業
に
し
て
い
き
た

い
。

　

本
年
４
月
か
ら
は
、
建
設
業
で
も

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
た
。
制
度
に
適
切
に
対
応
し
、
４

週
８
休
な
ど
働
き
方
改
革
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

公
共
工
事
で
は
国
土
交
通
省
を
中

心
に
４
週
８
休
が
進
ん
で
い
る
が
、

民
間
の
建
築
工
事
で
は
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
。
地
方
で
は
「
土
日
も

働
く
も
の
」
と
い
う
意
識
が
残
っ
て

い
る
。
そ
の
意
識
も
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

発
注
者
は
、
４
週
８
休
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
４

週
８
休
に
基
づ
く
工
期
を
設
定
し
て

い
る
会
社
が
あ
る
一
方
で
、
工
期
を

短
く
し
て
も
や
り
ま
す
よ
と
い
う
会

社
が
出
て
き
て
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
施
工
を
す
る
会
社
が
不
利
益
と
な

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

　

工
期
に
つ
い
て
も
、
４
週
８
休
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
工
期
が
伸
び
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

働
き
方
改
革
に
伴
う
制
度
も
、
二

次
、
三
次
下
請
け
で
働
い
て
い
る
人

た
ち
が
、
し
っ
か
り
生
活
で
き
る
制

度
に
し
て
ほ
し
い
。

　

特
に
担
い
手
の
確
保
の
た
め
、
働

き
方
改
革
を
進
め
、「
働
き
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
か
ら
「
選
ば

れ
」、「
魅
力
あ
る
業
界
」
に
な
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

　
「
魅
力
あ
る
業
界
」「
夢
が
あ
る
建

設
業
」
と
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は

給
料
を
上
げ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
建

設
業
は
も
う
か
っ
て
い
る
と
い
う
環

境
づ
く
り
、
も
う
か
っ
て
い
ま
す
か

ら
来
て
く
だ
さ
い
と
言
え
る
環
境
が

大
切
と
強
く
思
う
。

　

近
年
の
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
、
建
設
業
の
賃
金
は
他
の
産

業
に
追
い
つ
い
て
き
た
。
し
か
し
建

設
業
は
、
他
の
産
業
と
比
べ
屋
外
の

作
業
が
多
い
な
ど
制
約
も
多
い
。
そ

の
た
め
、
建
設
業
の
賃
金
が
他
と
比

べ
少
し
で
も
高
く
な
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

　

建
設
業
の
専
門
職
に
は
、
日
給
月

給
制
の
方
も
い
る
。
休
み
が
増
え
る

と
困
る
と
言
わ
れ
る
。
労
務
単
価
が

上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も

そ
れ
が
解
消
す
れ
ば
と
思
う
。
建
設

業
の
仕
事
は
、
専
門
業
種
の
方
々
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
。
対
等

な
意
見
が
言
え
る
よ
う
な
関
係
に
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
を
浸

透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
建
築
関
連
団

体
交
流
会
や
建
設
産
業
団
体
連
合
会

と
の
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
意

見
交
換
な
ど
に
よ
っ
て
意
思
疎
通
を

図
り
、
情
報
を
共
有
し
、
解
決
し
て

ま
い
り
た
い
。

働き方改革を進め、担い手の確保を

工
業
高
校
で
出
張
授
業
増
加

茨城県型枠事業協同組合
斉藤　正弘 理事長

　働き方改革は、我われ専門業者にとってはとても

大きな厳しい問題・課題。4週 8休の課題は、専門工

事会社で働く人のほとんどが日給月給者であり、働

く日数が少ないと月々の収入が減ってしまうし、会社の売上げも下

がってしまう。

　日給月給制技能労働者の処遇改善は、自助努力だけでは難しいとこ

ろ。適正な工期の設定と 4週 8 休による労務費の補正を働きかけてい

きたい。

　組合では型枠組立出張授業として、県内の工業高校を訪問している。

非常に好評で本年度は、前年度よりも 2校ほど増えると思う。

　長い間の懸案事項であった型枠廃材の処理については、平成 15 年 9

月の県議会にて「型枠廃材処理費の別途計上」として請願が採択され

た。最近では、一酸化炭素の排出による地球温暖化が叫ばれる中、リ

サイクル事業者と提携し、環境に配慮した適正な廃材のリサイクルに

努めている。組合員のために必要な共同事業を行い、組合員の自主的

な経済活動を促進し、且つ社会的地位の向上を図っていきたい。

輸
送
力
、
２
交
代
制
が
急
務

茨城県アスファルト合材協会
皆川　容徳 副会長

　今年から 4週 8 休をカレンダーに反映させて関係
各所に配りつつ一年を通して機運醸成に努めている。
　だが時間外労働に依存していた現状からの脱却は

容易ではなく輸送力の確保、工場内での夜間へのシフト、休暇を取る
ためのフレックスタイムの導入など課題は多い。
　まず輸送力の確保は喫緊の課題。運転手が高齢化を迎える中、時間
外労働が続くと乗り手が不足し、タンクローリー不足の発生に拍車が
かかる。
　また合材工場では昼間に加え夜間も稼働しており、2交代制を敷い
ている。ただ雨が続くと従業員が休むことになり、これまでの有給休
暇や代休での対応に無理が生じてくる。工場内での動きを夜間にシフ
トさせるなど、新たな 2交代制の確立が急務。
　さらにフレックスタイムの導入が必要不可欠。ユーザーが求める時
間帯に合材を供給するため、例えば 7時に供給した場合は 1時間早く
仕事を上がるといった取り組みが必要。またダンプが一度に同じ時間
に現場に来ても停滞を招く。時間をずらし分散することでオーバー
ワークを無くしたい。
　最後に、1日の施工時間をしっかりと定めて頂いた上で出荷体制が
確立できるようご協力をお願いしたい。

石
い し づ

津　健
た け み つ

光 会長

茨城県建設業協会 

　

建
設
業
に
も
本
年
４
月
か
ら
、時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規

制
の
適
用
が
始
ま
っ
た
。働
き
方
改
革
に
対
応
し
つ
つ
将
来
の
担
い

手
を
確
保
し
、持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
地
域
建
設
業
と
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
。本
県
建
設
業
の
中
心
で
あ
る
県
建
設
業

協
会
の
石
津
健
光
会
長
と
県
内
の
建
設
業
関
係
団
体
の
代
表
に
、働

き
方
改
革
に
必
要
な
取
り
組
み
な
ど
を
聞
い
た
。

　1950 年生まれ。73 歳。神栖市出身。
常総開発工業取締役会長。2018 年から
県建設業協会会長、県建設産業団体連
合会会長。県アスファルト合材協会会
長としても県内建設業界をリードする。

専
門
工
事
業
も
前
向
き
対
応

若
者
に
魅
力
あ
る
業
界
に

茨　城
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新たな時代を切り拓け

日 本 工 業 経 済 新 聞

　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど

の
未
来
技
術
を
活
用
し
、

暮
ら
し
を
支
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
最
先
端
サ
ー
ビ

ス
を
地
域
社
会
に
実
装

し
て
い
く
「
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
」。
つ
く
ば
市

は
２
０
２
２
年
４
月
12

日
、
そ
の
国
家
戦
略
特

区
に
指
定
さ
れ
た
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
つ
く
ば

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

シ
テ
ィ
～
科
学
で
新
た

な
選
択
肢
を
、
人
々
に

多
様
な
幸
せ
を
～
」。

　

そ
の
ほ
か
、
２
０
２
０
年
に
全
国

の
町
村
で
転
入
に
よ
る
人
口
増
加
が

最
も
多
か
っ
た
県
南
部
の
阿
見
町
は

５
月
21
日
、
内
閣
府
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
た
。

　
「
職
住
近
接
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
荒
川
本
郷
地
区

で
は
町
有
地
を
活
用
し
た
民
間
開
発

を
誘
導
し
、
住
宅
開
発
を
促
進
。
牛

久
阿
見
Ｉ
Ｃ
周
辺
で
は
、
企
業
誘
致

を
見
据
え
、
26
年
度
ま
で
に
土
地
区

画
整
理
組
合
の
結
成
と
都
市
計
画
決

定
を
目
指
す
。

　

観
光
振
興
面
で
は
、
土
浦
駅
か
ら

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
誘
導
の
た
め
、

花
室
川
河
口
に
橋
梁
を
設
置
し
、
国

土
交
通
省
に
よ
る
陸
上
自
衛
隊
区
域

の
湖
岸
堤
防
整
備
と
合
わ
せ
て
安
全

な
自
転
車
道
の
整
備
を
進
め
る
。

　

つ
く
ば
市
で
は
、
１
９
７
０
年
代

の
研
究
学
園
都
市
建
設
時
に
整
備
さ

れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
一
斉
に
老
朽
化

し
、
更
新
時
期
が
集
中
し
て
い
る
こ

と
や
、
公
務
員
宿
舎
の
処
分
に
よ
る

跡
地
開
発
な
ど
に
よ
り
、
ゆ
と
り
あ

る
街
並
み
が
大
き
く
変
化
し
、
賑
わ

い
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
民
間
企
業

に
委
託
し
、
成
果
に
基
づ
い
て
報
酬

を
支
払
う
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ

ク
ト
・
ボ
ン
ド
（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）」
に
よ

る
公
共
施
設
の
維
持
管
理
で
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
縮
減
さ
せ
る
こ
と
を
想

定
。
ま
た
、
サ
イ
バ
ー
空
間
で
リ
ア

ル
空
間
を
再
現
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
」
を
活
用
し
た
都
市
空
間
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
考
え
。

　

そ
の
う
ち
防
犯
・
防
災
・
イ
ン
フ

ラ
分
野
で
は
、「
安
全
で
持
続
可
能

な
都
市
空
間
を
」
が
テ
ー
マ
。

安
全
で
持
続
可
能
な
都
市
を

茨
城
県

時間外労働の上限規制に対応

「
働
け
る
」「
休
め
る
」
環
境
を

茨城県左官工業連合会
豊田　一雄 会長

　一カ月当たり、年間当たりの働く時間が減ってく
ると収入も減るため、日当を上げる対策が必要にな
る。そのため、単価見直しを進めさせていただいて
いる。

　「休みが少ないから建設業が選ばれない」という人もいるが、それ
だけではないと思う。「自分が思うほど働けないならば独立してやっ
ていく」という人もいる。会社でやっていく人、独立する人という二
極化が進むのではないか。
　土曜・日曜日に工事をしてほしいという民間発注者の要望に応える
ため、土日に現場で働ける人を確保することも必要になる。
　完全週休二日制についても、もっと柔軟に対応できないだろうか。
土曜日を完全閉所にするのではなく、土曜日に現場に出られるよう
ローテーションを組むとか。働く人が週休 2日を確保できるよう、各
社がそれぞれ管理・調整すれば良いと思う。
　やはり、働きたい人が仕事ができる環境づくり、休みたい人が休むこ
とができる環境づくり。その両方が、ますます重要になってくる。
　左官の仕事は天気に左右されやすい。雨の時は作業ができないこと
がある。それなら、いつやるのか。仕事がしづらい、稼げないではい
けない。若手が入ってくる業種にしないといけないと強く思う。
　生産性向上についても議論を重ね、修正すべき点は修正していく。
業界として意見を共有しつつ、底上げを図っていきたい。

適
正
工
期
・
単
価
で
発
注
を

茨城県鉄筋業協同組合
海老澤　浩幸 理事長

　働き方改革と担い手の確保に向けて、適正な工期
と適正な単価を確保していただきたい。
　土日が休みの現場と、そうではない現場が混雑し
ている。週休 2日に加え、天気によってできない場

合もあるので、そこまで見越した工期で受注していただき、我々に発
注していただければと願う。また、休みが多くなった分の単価の割増
分を協議して詰めていけるかも大事になる。
　休みを取らないといけないが工期は今まで通りだと、人数を多く入
れるか、長い時間働くしかない。長い時間働くことはできない。人数を
増やすしかないが、増やすとロスも出るし、経費も掛かる。職人を増や
すことも難しい。その辺をご理解いただき、発注をお願いしたいと思う。
　組合としても、鉄筋工事業で働く人たちの処遇を改善して働き方改
革を進めるため「持続可能な鉄筋工事業に向けた施工価格改定」の要
請を各社が進めている。
　そこでは、昨今の資材等の価格高騰、政府による賃上げ要請を踏ま
え、鉄筋工事業で働く従業員や新規入職者の処遇改善は「今やらなけ
ればならない喫緊の課題」であることを訴えている。働き方改革に伴
う時間外労働の上限規制は、施工単価の上昇につながり、施工価格の
見直しが必要となる。
　今は賃上げをしようという機運がある。少しでも処遇改善ができる
よう取り組んでいきたい。

施
工
計
画
の
配
慮
を

 茨城県コンクリート圧送事業協同組合
佐藤　巖 理事長

　われわれは生コンクリートという「生もの」を扱っ
ている。普通の現場の職人さんたちは、朝 8時から
夕方 17 時までで、その中にお昼休みの 1時間、10 時

と 15 時の 30 分休憩があり、実働は 7時間となる。しかしわれわれポ
ンプ屋は、休憩時間というものがないのが実情。
　特に昨今の夏は暑さが身体に響く。休憩なしだと熱中症の危険性も
高くなる。その日は熱中症にならなくても、次の日に別の現場で発症
することもある。
　8時朝礼の現場の場合、われわれは 5時に出社し、準備をして 6時
に出発。7時には現場に入場して段取りをしなければならない。17 時
の現場終業後は残った生コンを洗浄し、18 時に帰社。翌日のためにポ
ンプ車の点検、給油、給水、打ち合わせをする。そうすると 20 時退
社で、ほぼ休憩なしの実働 14 時間になる。
　こうした実態を認知してもらえるよう、3月には「働き方改革の推
進に向けたご理解ご協力のお願い」として、組合 9社連名により 95
社に嘆願書を通知した。われわれが 15 ～ 16 時には現場作業を終えら
れるような施工計画への配慮を切にお願いしたい。

改
革
図
る
も
厳
し
い
現
状

茨城県砕石事業協同組合
長谷川　大紋 理事長

　当業界は、アスファルト合材や生コンクリートの

原材料である骨材を生産供給する必要不可欠な業界

であるが、認知度は非常に低い状況である。

　そのため従業員の高齢化と若年労働者不足に直面し、リサイクル材

への転換も含めて生産性の低下が顕著に現れてきている。

　特に人材確保においては、自社敷地にＰＲ看板の設置、地元住民や

小学生を対象としたイベント等を実施しているほか、「建設フェスタ」

において来場者へのＰＲ活動を積極的に実施している。

　さらに若手人材確保に不可欠な週休二日制についても、会社により

交代制勤務や閑散期・繁忙期に対応した労働時間変動制等、休日確保

の取組み等を実施してきている。

　また、骨材輸送に欠かせないダンプトラック運転手の確保について

も、製品価格の値上げ分の運賃への転嫁等、時間外労働に依存してい

た現状に対して待遇改善を図っている。

　だが、公共工事完全土曜休工の取組みも浸透しつつある中、公共・

民間工事問わず、繁忙期の対応は人材不足のなか非常に厳しい現状で

ある。

「
完
全
週
休
二
日
制
」
に
向
け
て

茨城県生コンクリート工業組合
落合　昭文 理事長

　本年 4月から我が業界でも時間外労働の上限規制
が適用されたが、一般的な現場の労働時間である 8
時から 17 時の場合、われわれは早出残業として 7時
ぐらいに出社し出荷対応を行っている。現場は遅く

ても 16 時前後には納入が終了しているケースが多く、上限規制につ
いては特殊な物件 ( 夜間工事 ) を除けば、われわれは規定範囲以内に
収まっているのが現状である。
　しかし、建設業界全体にいえることだが、若年層の新規採用が難し
い状況。今の学生にとっては、週休二日制は当たり前であり、週休二
日制でない職場は選択肢にも上がらない。雇用を維持するため、担い
手確保の観点から週休二日制に向けて取り組み始めている。
　県下 3つの生コンクリート協同組合があるが、現在は第二、第四、
第五土曜日が休みで、第一と第三土曜日は出勤となっているので、組
合員の意見を集約し、来年 4月 1 日からは全土曜日を休日としたいと
考えている。
　ただ公共工事は土曜日休日となっているが、民間工事だと難しいの
が実情。工期が迫ると土曜日に施工せざるを得ない。われわれは工事
工程の初めのほうなのでまだ余裕があるが、後工程の業種の方々にし
わ寄せがいってしまっている。これについては契約形態の改革に期待
するところである。

茨　城
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策
定
進
捗
現
状
に
ば
ら
つ
き

群
馬
県
内
市
町
村
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

急がれる水道関連危機管理
現
在
、
市
町
村
等
水
道
事
業
者
が

早
急
に
策
定
す
る
必
要
の
あ
る
と
さ

れ
る
水
道
関
連
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
以
下
の
10
個
の
項
目
と
な

る
。
①
大
き
な
地
震
︵
震
度
５
弱
以

上
︶
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
②
洪

水
︵
雨
天
時
︶
や
台
風
お
よ
び
集
中

豪
雨
に
よ
り
河
川
氾
濫
や
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
た
場
合
③
水
質
基
準
超
過

な
ど
健
康
被
害
が
想
定
さ
れ
る
事
故

が
発
生
し
た
場
合
の
水
質
事
故
対
策

④
浄
水
場
や
配
水
池
な
ど
で
事
故
が

発
生
し
た
場
合
⑤
管
路
が
凍
結
な
ど

が
原
因
で
減
断
水
や
濁
水
な
ど
広
範

囲
で
社
会
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
お

そ
れ
の
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合

⑥
停
電
に
よ
り
水
道
の
安
定
供
給
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
⑦
水
道
施
設
で

テ
ロ
が
発
生
し
た
場
合
⑧
小
雨
や
河

川
や
ダ
ム
な
ど
か
ら
取
水
制
限
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
の
渇
水
対
策
⑨
長

期
間
の
断
水
な
ど
、
給
水
困
難
な
事

象
が
発
生
し
、
周
辺
の
水
道
事
業
者

か
ら
の
応
急
給
水
が
必
要
な
状
況
と

な
っ
た
場
合
の
応
急
給
水
計
画
⑩
長

期
間
の
断
水
な
ど
、
給
水
困
難
な
事

象
が
発
生
し
、
自
力
で
の
復
旧
が
困

難
な
た
め
、
他
の
水
道
事
業
者
へ
応

援
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
対

応
︱
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
群
馬
県
内
に
お
い
て
、
全

て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

の
は
10
市
の
う
ち
３
市
。
町
村
で
は

半
数
が
20
％
以
下
の
策
定
率
だ
っ

た
。
全
て
の
項
目
で
完
了
し
て
い
な

い
理
由
に
関
し
て
は
、
特
定
の
項
目

で
策
定
が
困
難
と
い
っ
た
こ
と
は
な

く
、
優
先
度
を
つ
け
て
策
定
を
進
め

た
と
い
う
理
由
の
ほ
か
、
素
案
ま
で

は
完
了
し
て
い
て
も
年
度
が
変
わ
る

と
細
か
な
修
正
が
必
要
な
場
合
も
あ

る
な
ど
し
、
策
定
し
き
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
応
急

給
水
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は
水
源
が

地
下
水
で
確
保
し
て
あ
る
な
ど
と

し
、
策
定
が
必
要
が
な
い
ケ
ー
ス
も

存
在
し
た
。

す
で
に
全
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完

成
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
問
う
と

﹁
重
要
性
を
理
解
し
、
早
急
に
取
り

組
ん
だ
﹂﹁
新
た
に
策
定
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
少
な
か
っ
た
た
め
﹂
な
ど
と

の
理
由
だ
っ
た
。

策
定
が
行
え
て
い
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
、
多
く
が
人
員
不
足
や
知
見

不
足
と
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
な

ど
に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
向
け

た
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知

ら
な
い
水
道
事
業
者
も
存
在
し
た
。

ま
た
、
年
度
が
変
わ
る
た
び
に
担
当

者
が
代
わ
り
、
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
て

い
な
い
た
め
に
策
定
に
向
け
て
動
き

出
せ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
、
施
設
や

管
の
老
朽
化
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
な
ど
の
業
務
の
ひ
っ
迫
に
よ
る

困
難
と
の
ケ
ー
ス
も
多
数
見
ら
れ

た
。
こ
の
ほ
か
予
算
不
足
が
影
響
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
し
、
業
務
委
託

で
行
い
た
い
も
の
の
予
算
の
獲
得
に

至
ら
ず
、
国
庫
補
助
金
を
獲
得
す
る

に
も
条
件
が
厳
し
く
、
補
助
が
受
け

ら
れ
ず
に
策
定
作
業
が
進
ま
な
い
現

状
と
な
っ
た
。
例
外
的
に
既
存
の
浄

水
場
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
建
設
を

進
め
て
い
る
た
め
、
完
成
後
に
策
定

を
進
め
る
予
定
と
し
て
い
る
場
合
も

あ
っ
た
。

今
後
、
２
０
２
８
年
度
末
ま
で
の

策
定
完
了
を
目
指
す
市
町
村
が
大
多

数
を
占
め
て
い
る
が
、
町
村
に
よ
っ

て
は
人
員
の
不
足
か
ら
専
門
的
な
知

識
が
な
く
と
も
一
人
で
策
定
を
行
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
時
間
を

要
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
懸
念
も

あ
る
。
ま
た
、
本
年
度
お
よ
び
来
年

度
中
に
は
完
了
を
迎
え
る
と
の
回
答

も
多
い
も
の
の
、
水
道
事
業
者
だ
け

で
な
く
、
他
部
局
と
の
調
整
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

市
町
村
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
垣
間
見
え

た
。一

方
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
が
完

了
し
て
い
て
も
一
度
過
去
に
作
っ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
す
る
必
要
も
あ

り
、
災
害
の
規
模
や
社
会
情
勢
の
変

化
が
多
い
た
め
、
改
訂
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
重
要
性
を
水
道
事
業
者
全
体

の
課
題
と
し
て
捉
え
責
任
感
を
持
っ

て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
扱
う
こ
と
も
求
め

ら
れ
そ
う
だ
。

ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
は
完
了

し
て
い
る
も
の
の
、
新
人
や
担
当
者

で
な
い
人
が
担
当
だ
っ
た
場
合
、
実

際
に
緊
急
時
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
機
能

で
き
る
か
と
い
う
不
安
の
声
も
あ

が
っ
て
た
。
策
定
し
た
だ
け
で
は
終

わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
性
も
あ

る
だ
ろ
う
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
と
い
う
質
問
で
の
回
答

浄水場などの老朽化対策も急務

市町村水道事業者のマニュアル策定率（％）

既存施設への対応も必須

地
震
や
洪
水
な
ど
に
よ
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
る
こ
と

は
地
域
住
民
の
生
命
維
持
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
、
特
に
重
要

視
さ
れ
る
の
が
水
道
だ
。
日
ご
ろ
か
ら
、
想
定
し
う
る
災
害
な
ど

へ
の
危
機
意
識
を
持
ち
続
け
る
だ
け
で
な
く
、
水
道
関
連
の
担
当

者
以
外
で
あ
っ
て
も
応
急
給
水
等
の
手
配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
際
に
誰
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
市
町
村
な
ど
の
水
道
事
業
者

が
早
急
に
策
定
す
る
必
要
の
あ
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

状
況
調
査
を
行
い
、
策
定
へ
の
課
題
や
現
状
を
取
材
し
た
。

2023年度末 28年度末 33年度末
前橋市 100 100 100
高崎市 90 100 100
桐生市 90 100 100
伊勢崎市 90 100 100
沼田市 0 0 100
渋川市 100 100 100
藤岡市 100 100 100
富岡市 50 100 100
安中市 50 90 100
みどり市 40 100 100
榛東村 70 100 100
吉岡町 60 100 100
上野村 100 100 100
神流町 20 20 100
下仁田町 60 100 100
南牧村 0 100 100
甘楽町 100 100 100
中之条町 0 100 100
長野原町 0 100 100
嬬恋村 0 100 100
草津町 100 100 100
高山村 0 100 100
東吾妻町 0 100 100
片品村 60 100 100
川場村 100 100 100
昭和村 10 100 100
みなかみ町 0 100 100
玉村町 44 94 100

群馬東部水道企業団 90 100 100
水道用水供給事業
（県事業局） 100 100 100

群　馬
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前
橋
市
は
、
３
Ｄ
都

市
モ
デ
ル
を
活
用
し
た

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
国
土

交
通
省
が
主
体
と
な
っ

て
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の

整
備
・
活
用
等
を
進
め

る

P
r

o
je

c
t 

PLATEAU

へ
２
０

２
１
年
度
に
参
画
。
23

年
度
に
は
市
全
域
を
立

体
で
表
現
す
る
Ｌ
Ｏ
Ｄ

１
、
さ
ら
に
中
心
市
街

地
の
建
築
物
を
対
象
と

し
て
、
壁
や
屋
根
な
ど

前
橋
市
で
は
「
居
心
地
が
良
く
歩

き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
を
目
指
す

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
検
討
へ
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
の
活
用
を
計
画
し
て
い
る
。
中

心
市
街
地
周
辺
か
ら
推
進
す
る
エ
リ

ア
を
選
定
し
、
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を

さ
ら
に
詳
細
な
Ｌ
Ｏ
Ｄ
３
相
当
で
作

成
。
市
民
参
加
で
検
討
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ま
ち
の
景
観
デ
ザ
イ

ン
な
ど
へ
の
活
用
を
検
討
し
て
い

る
。３

Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
作
成
は
県

内
で
は
桐
生
市
と
館
林
市
が
先
行
し

て
作
成
し
て
お
り
、
今
後
も
ひ
ろ
が

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル

ツ
イ
ン
が
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

の
環
境
を
パ
ソ
コ
ン
な
ど
デ
ジ
タ
ル

の
世
界
に
再
現
す
る
こ
と
で
、
都
市

計
画
や
交
通
施
策
な
ど
の
分
析
や
可

視
化
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
す
る

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一

つ
で
あ
り
、
行
政
だ
け
で
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

外
観
を
反
映
さ
せ
る
Ｌ
Ｏ
Ｄ
２
で
整

備
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
は
現
実
世
界

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
実
現
へ

群
馬
県

デジタル上に再現された前橋市

は
「
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
災

地
で
給
水
活
動
を
行
っ
た
際
に
緊
急

時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
」「
安
定
し
た
給
水
を
確
保

す
る
た
め
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
」
と
、
１
月
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
を
き
っ
か
け
に
改
め

て
重
要
性
を
感
じ
た
水
道
事
業
者
も

見
ら
れ
た
。
全
市
町
村
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
は
必
要
で
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
人
員
の

地
方
自
治
体
が
抱
え
る
大
き
な
課

題
で
あ
る
水
道
管
の
老
朽
化
。
そ
の

点
検
や
修
繕
に
あ
た
っ
て
は
、
期
間

や
事
業
費
の
面
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
前
橋
市
や
藤
岡
市
で

は
人
工
衛
星
か
ら
の
画
像
や
デ
ー
タ

と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏
水
リ
ス
ク
調

査
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
。

前
橋
市
内
に
は
上
水
道
管
が
約
２

６
０
０
㎞
あ
り
、
う
ち
耐
用
年
数
を

超
え
る
管
は
19
・
５
％
を
占
め
る
。

従
来
の
点
検
で
は
布
設
か
ら
の
年
数

な
ど
を
も
と
に
全
て
の
箇
所
を
網
羅

的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
事
業
費

の
負
担
だ
け
で
は
な
く
点
検
期
間
が

開
い
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
漏
水
の

発
見
遅
延
な
ど
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
に
よ
る
リ
ス
ク
調
査
は
、
衛
星
か

査
も
実
施
。
現
地
調
査
の
結
果
を

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
デ
ー
タ
解
析
の
精
度
を
高
め
て

い
く
。
24
年
度
を
含
め
、
今
後
も
Ａ

Ｉ
と
人
工
衛
星
画
像
デ
ー
タ
を
組
み

合
わ
せ
た
リ
ス
ク
調
査
を
進
め
る
方

針
と
し
て
お
り
、
継
続
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
学
習
デ
ー
タ
が
増
加
、
予

測
精
度
も
高
ま
る
と
し
て
い
る
。
布

設
さ
れ
て
い
る
管
は
地
域
条
件
な
ど

に
よ
り
管
の
劣
化
状
況
が
大
き
く
変

化
す
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
耐
用
年

数
を
迎
え
る
前
に
漏
水
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
管
の

早
期
発
見
に
も
つ
な
が
る
。

加
え
て
、
Ａ
Ｉ
と
人
工
衛
星
の
画

像
デ
ー
タ
を
漏
水
リ
ス
ク
評
価
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
冬
季
に
お
け
る
水

道
管
凍
結
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る

マ
ッ
プ
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
人

工
衛
星
に
よ
り
地
表
面
温
度
を
取
得

し
、
リ
ス
ク
評
価
と
同
様
に
１
０
０

ｍ
メ
ッ
シ
ュ
で
、
水
道
管
が
凍
結
す

る
恐
れ
の
あ
る
地
表
面
温
度
マ
イ
ナ

ス
４
℃
を
下
回
る
日
数
に
よ
り
３
段

階
で
マ
ッ
プ
上
に
表
記
。
気
象
情
報

と
組
み
合
わ
せ
て
の
凍
結
防
止
対
策

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

藤
岡
市
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
23
年
度
に
人
工
衛

星
画
像
を
用
い
た
漏
水
解
析
業
務
を

ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

︵
東
京
都
渋
谷
区
︶
へ
委
託
。
業
務

は
衛
星
か
ら
放
た
れ
る
レ
ー
ダ
ー
の

マ
イ
ク
ロ
波
に
よ
る
情
報
を
Ａ
Ｉ
で

解
析
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所

を
半
径
１
０
０
ｍ
範
囲
で
特
定
す
る

も
の
。

調
査
の
結
果
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
る
箇
所
を
半
径
１
０
０
ｍ
の
範
囲

に
絞
り
こ
ん
だ
の
が
２
０
３
カ
所
。

絞
り
込
ん
だ
箇
所
に
対
し
て
音
聴
調

査
を
実
施
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
漏

水
箇
所
の
特
定
を
実
施
、
漏
水
が
確

認
さ
れ
、
修
理
を
行
っ
た
の
が
19
カ

所
と
な
る
。

漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所
に
対

し
て
修
理
を
行
っ
た
箇
所
が
少
な
い

点
に
つ
い
て
所
管
課
は
、
音
聴
調
査

で
感
知
で
き
な
い
小
さ
な
漏
水
が
多

か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
指

摘
。
今
後
、
漏
水
量
が
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
音
聴
調
査
に
も
活
用
し
た
い

考
え
を
示
し
て
い
る
。

上
水
道
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
施
設
。
災
害
へ
の
備
え
と

と
も
に
通
常
の
維
持
管
理
を
い
か
に

効
率
化
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
に

対
し
て
、
積
極
的
な
新
技
術
の
活
用

が
一
つ
の
回
答
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

新技術活用し課題解決推進

人工衛星からのデータを基に注意を呼び掛ける

管路の更新も一体的に進める必要がある

確
保
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
多

方
面
か
ら
促
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ほ
か
に
浄

水
場
の
老
朽
化
対
策
も
必
要
で
、
配

水
池
や
管
路
に
つ
い
て
も
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
各
種
補
修
工
事
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
災
害
時
な
ど
に
バ

イ
パ
ス
管
な
ど
が
機
能
し
な
い
こ
と

で
、
被
害
が
拡
大
す
る
場
合
も
あ
る

た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
と
同
時
に

推
し
進
め
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ら
の
画
像
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ー
タ

と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
、
前
橋
市
が
こ
れ
ま
で
の
点
検
で

積
み
重
ね
て
き
た
管
路
網
や
漏
水
履

歴
な
ど
の
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
て

市
内
全
域
を
１
０
０
ｍ
四
方
で
区

切
っ
て
漏
水
リ
ス
ク
を
調
査
、
最
も

リ
ス
ク
の
高
い
レ
ベ
ル
５
か
ら
レ
ベ

ル
１
ま
で
の
５
段
階
で
評
価
す
る
も

の
。23

年
度
に
業
務
を
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
あ
る
天
地
人
︵
東
京
都
中

央
区
︶
へ
委
託
。
市
内
全
域
１
万
６

６
７
０
カ
所
の
評
価
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
23
年
度
の
調
査
で
は
漏
水

調
査
が
推
奨
さ
れ
る
レ
ベ
ル
５
相
当

が
82
カ
所
確
認
さ
れ
た
。

24
年
度
に
は
、
調
査
結
果
を
基
に

レ
ベ
ル
５
の
箇
所
を
中
心
に
現
地
調

Ａ
Ｉ
で
老
朽
化
対
策

漏
水
リ
ス
ク
調
査
を
効
率
化

群　馬



（10）2024年（令和６年）6月26日（水曜日）

未来へはばたく建設業

日本工業経済新聞

　

山
梨
県
は
電
動
で
垂

直
離
着
陸
す
る
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
「
空
飛
ぶ

く
る
ま
」
の
社
会
実
証

を
進
め
て
い
く
。
本
年

度
に
有
望
ル
ー
ト
の
選

定
や
離
発
着
場
（
バ
ー

テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
）
や
整

備
・
退
避
拠
点
な
ど
の

候
補
地
調
査
に
着
手
す

る
。

　

本
年
度
は
25
年
度
・

26
年
度
の
実
証
飛
行
を

想
定
し
、
実
施
方
針
の

検
討
・
作
成
な
ど
を
行

う
。
県
で
は
事
業
環
境

る
。
実
証
飛
行
は
25
年
度
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
、
26
年
度
に
は
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
で
の
飛
行
を
目
指
す
。

　

離
発
着
場
や
整
備
・
退
避
拠
点
は

河
川
敷
や
道
の
駅
周
辺
の
ほ
か
、
大

型
商
業
施
設
の
屋
上
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
。

運
醸
成
に
繋
げ
た
い
と
し
て
い
る
。

　

有
望
ル
ー
ト
の
選
定
で
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
」
や
「
観
光
」、「
日
常
移
動
」

と
い
っ
た
活
用
事
例
ご
と
に
複
数
の

ル
ー
ト
案
を
作
成
。
策
定
し
た
ル
ー

ト
案
ご
と
に
、
離
発
着
場
の
候
補
地

を
選
定
、
採
算
性
や
需
要
を
調
査
す

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
関
連
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
が
県
内
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
や
す
よ
う
に
機

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
実
証
飛
行
へ

山
梨
県

補
助
制
度
を
拡
充
す
る
な
ど
耐
震
化

の
加
速
に
取
り
組
む
。

　

昨
年
も
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
全
国

各
地
で
土
砂
災
害
、
水
害
が
発
生
し

て
い
る
。
県
で
も
引
き
続
き
河
川
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
ま
で

は
、
河
川
管
理
者
が
対
応
し
て
い
く

と
い
う
の
が
中
心
だ
っ
た
と
思
う
が

限
界
が
あ
る
。
流
域
全
体
で
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
者
が
協
力
し
て
治
水
に
参

加
す
る
「
流
域
治
水
」
の
取
り
組
み

を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

の
考
え
方

　

椎
葉　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
施

設
が
耐
用
年
数
を
迎
え
つ
つ
あ
る
中

で
、
問
題
が
起
き
て
か
ら
の
対
応
で

は
な
く
、
計
画
的
な
維
持
修
繕
、
更

新
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
長
寿

命
化
・
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
を
策
定
し
、
予
防
保
全
型
の
維
持

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

県
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
市
町

村
の
施
設
も
非
常
に
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
市
町
村
は
技
術
職
員
が
不

足
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
市
町
村

の
悩
み
や
課
題
に
つ
い
て
個
別
に
相

談
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
１
対
１

の
対
応
だ
と
情
報
共
有
は
な
か
な
か

進
ま
な
い
。
県
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
研

究
会
を
立
ち
上
げ
、
市
町
村
の
イ
ン

フ
ラ
担
当
者
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
大
学
の
先
生
方
な
ど
研
究
機
関

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
。
こ
れ
に

よ
り
市
町
村
が
抱
え
て
い
る
課
題
に

対
す
る
我
々
や
先
生
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
市
町
村
の
担
当
者
が
共
有
出
来

る
。

　

実
務
的
に
も
市
町
村
の
担
当
者

は
、
施
設
の
点
検
や
評
価
、
工
事
の

発
注
な
ど
や
る
べ
き
こ
と
が
多
く
負

担
感
が
大
き
い
。
こ
の
た
め
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
積
算
、
工

事
監
督
、
点
検
や
長
寿
命
化
計
画
策

定
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
く
。

リ
ニ
ア
開
業
な
ど
に
伴
う

道
路
網
整
備
に
つ
い
て

　

椎
葉　

開
業
の
効
果
を
県
内
に
し

っ
か
り
と
波
及
さ
せ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
、
山
梨
県
駅
と
県
内
外
を

結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
非
常
に

重
要
。
リ
ニ
ア
新
駅
北
側
の
中
央
自

動
車
道
で
は
、（
仮
称
）
甲
府
中
央

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
用
地
取
得
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
新
駅
南
側
に
は
新
山

梨
環
状
道
路
が
あ
り
、
本
年
度
か
ら

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
環
状
道
路
を
連
結

す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
が
国
の
補
助
事

業
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
新
駅
の
交

通
結
節
点
整
備
も
含
め
、
円
滑
な
移

動
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
る
。

　

広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

は
中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
～
静

岡
間
が
21
年
８
月
に
全
線
開
通
し

た
。
企
業
立
地
が
進
み
、
観
光
の
入

り
込
み
が
増
え
、
大
規
模
商
業
施
設

も
出
店
を
決
め
る
な
ど
、
大
き
な
効

果
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
長
坂
～
八
千

穂
間
に
つ
い
て
、
昨
年
７
月
に
ル
ー

ト
案
が
示
さ
れ
、
事
業
化
に
向
け
て

前
進
し
た
。
県
で
は
こ
れ
を
受
け
、

「
都
市
計
画
決
定
」「
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
」
の
手
続
き
を
進
め
早
期
の

事
業
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　

新
山
梨
環
状
道
路
に
つ
い
て
は
、

東
部
区
間
を
県
で
整
備
し
て
お
り
、

西
下
条
～
落
合
西
Ｉ
Ｃ
間
が
一
昨
年

11
月
に
供
用
を
開
始
し
た
。
落
合
西

Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
称
）
広
瀬
Ｉ
Ｃ
（
国

道
20
号
）
ま
で
の
間
で
、
高
架
橋
工

事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
北
部

区
間
は
国
直
轄
で
事
業
を
進
め
て
お

り
、
桜
井
～
塚
原
５
・
５
㎞
区
間
が

本
年
度
に
新
規
事
業
化
さ
れ
た
。
全

線
開
通
に
向
け
た
大
き
な
前
進
で
あ

り
、
県
と
し
て
は
、
現
在
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
や
用
地
取
得
な
ど
に
協
力

し
て
お
り
、
新
山
梨
環
状
道
路
の
早

期
整
備
や
開
通
効
果
の
最
大
化
に
繋

げ
た
い
。

建
設
業
の
担
い
手
確
保
や

労
働
環
境
に
つ
い
て

　

椎
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本
当
に
深
刻
な
問
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。
業
界
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
産
学
官
の
連

携
会
議
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
や
ま

な
し
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
昨

年
度
末
に
改
訂
し
、
小
学
校
や
中
学

校
と
い
っ
た
よ
り
早
い
段
階
で
建
設

業
の
取
り
組
み
に
触
れ
て
い
た
だ
く

機
会
を
増
や
す
。

　

長
年
染
み
つ
い
て
い
る
３
Ｋ
な
ど

建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ド

ロ
ー
ン
活
用
と
か
３
次
元
測
量
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
触
れ
て
い
た
だ
く
計
画
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い

て
は
、
建
設
業
の
皆
様
が
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
で
、
我
々
と

し
て
も
出
来
る
だ
け
働
き
方
改
革
が

円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
し
て
参
り
た

い
。

　

発
注
方
式
や
、
工
事
書
類
な
ど
業

界
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
改
善
を
進

め
て
い
る
。
今
年
４
月
か
ら
は
、
原

則
全
て
の
工
事
を
週
休
２
日
適
用
工

事
と
し
て
発
注
し
て
い
く
。
入
札
制

度
改
革
の
中
で
は
、
総
合
評
価
落
札

方
式
に
お
い
て
、
特
別
簡
易
型
の
適

用
拡
大
を
進
め
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ク

リ
ー
ス
タ
ン
ス
、
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ

ン
ス
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
年

４
月
か
ら
全
て
の
工
事
や
委
託
業
務

で
導
入
し
て
い
る
。
工
期
設
定
に
つ

い
て
も
、
補
正
予
算
で
対
応
す
る
場

合
は
余
裕
期
間
を
多
く
取
る
な
ど
、

施
工
企
業
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
に
努
め
る
。

　

要
望
が
多
い
の
が
工
事
書
類
の
簡

素
化
。
国
が
使
用
し
て
い
る
工
事
書

類
ス
リ
ム
化
ガ
イ
ド
な
ど
を
参
考

に
、
国
様
式
と
の
統
一
化
も
含
め
、

県
版
の
手
引
き
作
成
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
工
事
検
査
に
つ
い
て
も

検
査
書
類
を
限
定
し
て
検
査
を
行
う

な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。
容
易
で
は

な
い
が
、
負
担
感
の
重
い
部
分
の
軽

減
を
図
り
、
建
設
業
の
働
き
方
改
革

を
後
押
し
し
て
い
く
。

　

安
全
・
安
心
の
最
前
線
で
頑
張
っ

て
働
い
て
い
る
建
設
業
や
建
設
関
連

業
の
皆
様
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
。

我
々
も
し
っ
か
り
伴
走
し
て
、
持
続

的
な
県
土
の
発
展
に
繋
げ
て
参
り
た

い
。

自
然
災
害
に
対
す
る
取
り

組
み
や
課
題
に
つ
い
て

　

椎
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県
土
の
強
靱
化
に
つ
い
て

は
、
山
梨
県
は
歴
史
的
に
、
治
水
や

砂
防
な
ど
の
重
要
性
を
認
識
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
１
月
に
能
登

半
島
地
震
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
改
め
て
強
靱
化
の
取
り
組
み
は

大
切
だ
と
痛
感
。
災
害
に
強
い
道

路
、
特
に
緊
急
時
に
お
け
る
信
頼
性

の
高
い
道
路
整
備
や
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ

ー
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
た
め
強
化

し
て
い
く
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
住
宅
の
被
害

も
甚
大
だ
っ
た
。
県
内
に
も
耐
震
対

策
未
実
施
の
住
宅
が
約
４
万
戸
あ
る

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
住
宅
の
耐
震

性
確
保
は
喫
緊
の
課
題
。
今
年
度
か

ら
市
町
村
と
連
携
し
耐
震
改
修
へ
の

耐
震
化
率
向
上
は
喫
緊
の
課
題

　

自
然
災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
急
峻
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
梨
県
で
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
富
士
山

の
噴
火
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
県
で
は
、
能
登
半
島
地
震
や
近
年
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

を
踏
ま
え
、
山
梨
県
強
靱
化
計
画
の
改
定
を
１
年
前
倒
し
で
実
施
し
た
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
予
定
や
中
部

横
断
自
動
車
道
の
山
梨
～
静
岡
間
の
開
業
を
受
け
、
企
業
立
地
や
大
型
商
業
店
舗
出
店
が
続
い
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
就
任
２
年
目
と
な
る
椎
葉
秀
作
県
土
整
備
部
長
に
、
県
土
の
強
靱
化
へ
の
取
り
組
み
、
道
路
網
や
河
川
整

備
の
進
め
方
の
ほ
か
、
担
い
手
不
足
な
ど
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

椎葉秀作（しいば・しゅうさく）1995年建設省入省。中部
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防部保全課土砂災害対策室長、山梨県県土整備部理事を経
て2023年４月から現職。福岡県北九州市出身。東京大学
卒業。54歳。
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進
む
空
洞
化
の
歯
止

め
の
一
手
と
な
る
か
、

新
潟
市
で
注
目
を
集
め

て
い
る
の
が
中
心
市
街

地
で
あ
る
古
町
地
区
の

西
堀
通
５
番
町
地
区
第

１
種
市
街
地
再
開
発
事

業
だ
。

　

同
地
区
で
は
百
貨
店

の
撤
退
が
相
次
ぎ
、
２

０
２
０
年
に
新
潟
三
越

が
閉
店
。
跡
地
で
総
事

業
費
約
３
２
５
億
円
を

投
じ
、
地
下
１
階
、
地

上
37
階
建
て
、
総
延
べ

床
面
積
約
８
万
５
０
０

に
委
託
。
デ
ザ
イ
ン
監
修
を
藤
本
壮

介
建
築
設
計
事
務
所
が
担
う
。

　

廣
瀬
と
東
京
建
物
が
事
業
参
画

し
、　

現
在
、再
開
発
準
備
組
合
（
小

川
恒
男
理
事
長
）
が
本
組
合
移
行
へ

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
本
組
合
設

立
後
に
指
名
競
争
入
札
で
実
施
設
計

を
委
託
す
る
。
当
初
、
本
組
合
移
行

時
期
は
６
～
９
月
ご
ろ
と
し
て
い
た

が
、
建
設
資
材
の
高
騰
な
ど
が
事
業

計
画
の
認
可
に

影
響
し
、
秋
以

降
と
な
り
そ
う

だ
。
当
初
計
画

で
本
体
工
事
は

26
～
28
年
度
、

オ
ー
プ
ン
は
29

年
度
と
し
て
い

た
。

　

低
層
階
部
分
は
温
浴
施
設
や
物
販

店
舗
な
ど
商
業
施
設
で
、
周
囲
に
は

植
栽
と
階
段
を
巡
ら
せ
る
ほ
か
、
屋

上
を
広
場
と
す
る
。
４
～
６
階
は
市

内
最
大
規
模
の
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
を

整
備
。
７
階
以
上
は
居
住
ス
ペ
ー
ス

で
、
７
～
９
階
は
高
齢
者
向
け
住
宅

約
40
戸
、
10
～
37
階
に
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
約
３
０
０
戸
を
設
け
る
。

　

基
本
設
計
は
梓
設
計
（
東
京
都
）

０
㎡
、
県
内
最
高
１
５
０
ｍ
の
複
合

型
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
る
て

い
。

三
越
跡
再
開
発
で
活
性
化
期
待

新
潟
県

　

人
材
育
成
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
成
り
立
ち
は
、
２
０
０
８
年
に
岐

阜
大
学
と
長
崎
大
学
で
技
術
者
を
育

成
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
。

発
注
者
と
受
注
者
の
技
術
レ
ベ
ル
が

伴
わ
な
い
と
、
技
術
レ
ベ
ル
の
低
い

方
に
合
わ
せ
た
も
の
が
出
来
て
し
ま

う
。
低
い
も
の
し
か
出
来
な
い
場

合
、
せ
っ
か
く
最
新
の
技
術
、
知
識

が
あ
っ
て
も
、
低
い
レ
ベ
ル
で
し
か

出
来
上
が
ら
な
い
。
あ
る
い
は
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
続
い
て
い
か
な
い
。
同

な
情
報
を
得
な
が
ら
勉
強
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
理
解
で
き
た
人

は
、
責
任
を
持
っ
て
次
に
続
く
人
に

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
、
伝
え
る
に

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
技
術
者
の
育

成
に
取
り
組
む
岐
阜
大
学
、
長
崎
大

学
、
愛
媛
大
学
、
山
口
大
学
、
新
潟

大
学
、
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
で

構
成
す
る
人
材
育
成
連
携
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
主
催
。岐
阜
県
、愛
媛
県
、

新
潟
県
、
山
口
県
の
Ｍ
Ｅ
、
長
崎
県

の
道
守
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
報
告
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
よ
り
、
地
域
を
守
る
技
術
者
と

し
て
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
や
技
術

者
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
今
後
の

目
指
す
べ
き
方
向
性
、
そ
の
た
め
の

取
り
組
み
な
ど
を
検
討
し
た
。

　

Ｍ
Ｅ
お
よ
び
道
守
は
、
イ
ン
フ
ラ

の
点
検
や
維
持
管
理
手
法
に
関
す
る

専
門
的
な
講
習
を
受
講
し
、
知
識
と

技
術
力
が
問
わ
れ
る
修
了
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
で
認
定
さ
れ
る
。
各
地

区
で
イ
ン
フ
ラ
の
町
医
者
と
し
て
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
う
。
イ
ン

フ
ラ
の
点
検
維
持
管
理
に
関
す
る
技

術
者
の
養
成
講
座
は
、
産
官
学
が
連

携
し
、
全
国
で
広
が
り
を
見
せ
て
お

り
、
５
地
区
で
の
修
了
生
は
１
９
４

０
人
と
な
る
。

　

各
地
区
の
活
動
報
告
で
は
、
新
た

な
認
定
取
得
者
の
養
成
講
座
の
開
催

を
は
じ
め
、
専
門
部
会
の
立
ち
上

げ
、
技
術
力
向
上
の
た
め
の
現
場
見

学
会
や
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
に
関
す

る
講
習
会
等
へ
の
参
加
協
力
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
講
演
で
は
、
北
海
道

大
学
の
長
井
宏
平
教
授
が
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ

の
目
指
す
土
木
業
界
と
は
」
と
題

し
、
内
閣
府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

で
取
り
組
む
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
技
術
の
効

率
化
や
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研

究
に
つ
い
て
解
説
。長
井
教
授
は「
オ

ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
を
自
由
に
使
っ
て

維
持
管
理
を
行
う
こ
と
を
考
え
る
時

代
」
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取

得
だ
け
で
な
く
、
取
得
し
た
デ
ー
タ

を
正
し
く
分
析
、
評
価
し
、
次
に
生

か
せ
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展

開
を
見
据
え
る
。
ま
た
、
国
土
交
通

省
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
支

え
を
働
き
掛
け
る
考
え
。

　

日
本
大
学
の
岩
城
一
郎
教
授
は
、

「
ふ
く
し
ま
発 

地
域
の
イ
ン
フ
ラ

は
み
ん
な
で
守
る
」
と
題
し
、
福
島

県
平
田
村
で
地
域
を
巻
き
込
ん
で
取

り
組
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
事

に
よ
る
道
路
づ
く
り
や
橋
梁
塗
装
の

事
例
を
紹
介
。「
単
に
発
注
者
、
受

注
者
だ
け
で
は
な
く
、
最
後
は
住
民

の
愛
着
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
の
が
、
地
域
建

設
業
で
あ
る
」
と
話
し
た
。

　

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

の
Ｍ
Ｅ
、
道
守
の
養
成
講
座
修
了
生

ら
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
か

れ
、「
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
・
安
心
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
技
術
者
集
団
」
へ

の
深
化
を
目
指
し
て
、
５
年
後
の
Ｍ

全国からインフラ技術者が集った

満員となった会場

5年後の姿を協議

検討結果をまとめる

　
「
技
術
者
の
学
び
直
し
の
場
」
と
し
て
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
る
技
術
者
の
養
成
講
座
を
修
了
し
た
全
国

の
Ｍ
Ｅ
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
お
よ
び

道
守
（
み
ち
も
り
）
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
５
月

16
日
と
17
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
新
潟
市
内
で
開
催
さ

れ
た
。

　

中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
の
天
井
板
落
下
事

故
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
重

要
性
が
注
目
さ
れ
た
も
の
の
、
道
路
や
鉄
道
、
水
道
、

電
気
は
使
え
て
当
た
り
前
と
い
う
印
象
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

し
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
や
人
手
不
足
が
叫
ば
れ

る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
技
術
者
と
し
て
の
在
り
方
を
考

え
た
。

新
潟
で
Ｍ
Ｅ
＆
道
守
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

５
大
学
＋
１
高
専
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

イ
ン
フ
ラ
守
る
技
術
で
未
来
を
つ
く
る

供
、Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
付
与
、資
格
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
の
ほ
か
、
Ｍ
Ｅ

同
士
の
情
報
共
有
、
資
格
の
認
知
度

向
上
へ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。

　

今
回
、
検
討
、
発
表
し
た
５
年
後

の
目
標
や
取
り
組
み
、
指
標
な
ど
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
に
持
ち
帰
り
、

来
年
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
ま

と
め
て
発
表
す
る
予
定
。
さ
ら
に
、

１
年
後
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が
ら

５
年
間
繰
り
返
し
て
、
目
標
達
成
を

目
指
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
Ｍ

Ｅ
新
潟
の
会
の
荒
木
克
会
長
は
、「
さ

ら
に
自
分
が
価
値
あ
る
存
在
、
社
会

に
役
立
て
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
み

ん
な
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
５
年
後

の
目
標
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

落
ち
着
い
た
」
と
す
る
。
ま
た
、「
他

県
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
何
よ
り
同
じ
思
い
を

持
っ
た
全
国
の
同
志
と
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。
毎
回
、

全
国
の
仲
間
と
会
え
る
楽
し
み
も
あ

る
」
と
語
る
。

岐阜大学 沢田和秀 教授 地
域
の
技
術
者
集
団
を
育
成

�

効
果
的
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

じ
土
俵
で
、
同
じ
技
術
の
話
が
で
き

る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た

ら
、
技
術
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
が

で
き
て
、
さ
ら
に
良
い
も
の
が
出
来

る
、
と
い
う
の
が
技
術
者
育
成
の
発

端
で
す
。

　

大
切
な
の
は
、
技
術
力
が
上
が
っ

た
喜
び
を
感
じ
る
、
あ
る
い
は
分
か

ら
な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
と
言
え

る
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

分
か
ら
な
い
と
言
え
る
と
、
も
っ
と

成
長
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
自
分
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
ん
な

時
に
、
こ
の
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
の
よ
う
に

自
分
の
分
か
ら
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
学
び
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
人

が
減
っ
て
い
く
中

で
、
何
が
で
き
る

か
、
少
し
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

技
術
と
は
、
科
学
的
知
識
を
実
用

的
な
目
的
の
た
め
に
応
用
す
る
こ

と
。
応
用
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事

で
、
土
木
は
、
相
手
が
自
然
な
の
で

基
本
の
ま
ま
で
は
、
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
知
識
を
利
用
し
て
、
作
業
を
よ

り
簡
単
に
、
よ
り
早
く
、
よ
り
効
率

化
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
重
要

で
、
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
生
産
性
の

向
上
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
を
効
率
的
に
施
工
し
、
効

果
的
に
維
持
管
理
す
る
。
こ
れ
に
は

技
術
力
が
必
要
で
す
。
そ
れ
か
ら
地

域
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る

に
は
、
地
域
特
有
の
イ
ン
フ
ラ
の
症

状
に
正
し
い
初
期
診
断
が
で
き
る
イ

ン
フ
ラ
技
術
者
が
各
地
域
に
い
た
ら

良
い
。
そ
の
一
端
を
担
う
の
が
、
こ

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
各
地
域
の
産

官
学
連
携
組
織
だ
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
は
進
み
、
技
術
知
識
の
応
用

や
、や
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、

そ
れ
に
追
い
つ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

は
ち
ゃ
ん
と
も
の
が
分
か
っ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。
分
か
ら
な
け
れ
ば
、

分
か
る
仲
間
に
聞
く
。
そ
う
い
う
形

が
こ
こ
に
あ
る
と
信
じ
た
い
で
す
。

Ｅ
、道
守
の
ゴ
ー
ル
「
Ｍ
Ｍ
Ｇ
ｓ
（
Ｍ

Ｅ
＆
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ　

Ｇ
ｏ

ａ
ｌ
ｓ
）」
を
話
し
合
っ
た
。

　

修
了
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て

お
り
、
毎
回
、
Ｍ
Ｅ
、
道
守
が
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
続
け
て
い
る
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

各
地
区
の
Ｍ
Ｅ
、
道
守
を
深
化
さ
せ

る
要
素
と
し
て
▽
技
術
研
さ
ん
▽
協

働
▽
地
域
貢
献
▽
活
動
意
欲
▽
広
報

―
の
５
つ
の
テ
ー
マ
で
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。
修
了
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年
後
の
目

標
や
、
そ
の
達
成
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
、
目
標
指
標
な
ど
理
想
の

姿
を
考
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
５
年
後
の
目
指
す

姿
と
し
て
、
高
い
技
術
水
準
と
専
門

的
な
議
論
や
情
報
共
有
、
交
流
で
き

る
技
術
者
集
団
と
な
る
こ
と
、
受
発

注
者
間
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
構

築
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。ま
た
、

実
現
に
向
け
て
現
場
研
修
の
場
の
提

５年後の姿考える
ＭＥ＆道守ワークショップ

インフラ守る技術者に深化

一
般
社
団
法
人

新
潟
県
建
設
業
協
会

大
石
保
男

鈴
木
秀
城

松
山
晴
久

小
林
　
孝

五
十
嵐
一
英

安
達
公
哉

水
倉
直
人

小
柳
卓
蔵

川
上
邦
明

木
村
光
治

横
山
和
彦

高
橋
伸
幸

羽
吹
　
忍

土
肥
克
知

武
江
則
孝

西
田
行
宏

遠
藤
芳
輝

福
田
勝
之

藤
田
直
也

阿
部
　
豊

会
　
長

副
会
長

新

潟
支

部

長

津

川
支

部

長

副
会
長

長

岡
支

部

長

副
会
長

糸
魚
川
支
部
長

副
会
長

村

上
支

部

長

新
発
田
支
部
長

新

津
支

部

長

白

根
支

部

長

巻

支

部

長

三

条

支

部

長

与

板

支

部

長

小
千
谷
支
部
長

魚

沼
支

部

長

十
日
町
支
部
長

六
日
町
支
部
長

柏

崎
支

部

長

安

塚
支

部

長

上

越
支

部

長

佐

渡
支

部

長

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
七
番
地
五

(

新
潟
県
建
設
会
館
１
階)

〒
九
五
〇-

〇
九
六
五

事
務
局

T

E

L

〇
二
五-

二
八
五-

七
一
一
一

F

A

X

〇
二
五-

二
八
五-

七
一
一
九

新　潟



（12）2024年（令和６年）6月26日（水曜日）

未来へはばたく建設業

日本工業経済新聞

　

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
で
、
電
力
消
費

に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
実
施
ゼ
ロ
を
実

現
す
る
セ
ロ
カ
ー
ボ
ン

パ
ー
ク「
脱
炭
素
地
域
」

と
し
て
、
中
部
山
岳
国

立
公
園
「
乗
鞍
高
原
地

域
」
が
採
択
さ
れ
た
。

直
近
５
カ
年
の
主
な
取

り
組
み
を
み
る
と
、
初

年
度
の
22
年
度
か
ら
太

陽
光
・
省
Ｃ
Ｏ
２

設
備

導
入
の
促
進
、
小
水
力

発
電
所
整
備
に
向
け
た

調
査
な
ど
に
着
手
。
23

と
し
て
再
エ
ネ
発
電
所
の
整
備
、
世

界
水
準
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
モ
デ
ル
の
形
成
、
脱
炭
素
の
拡

大
に
連
動
し
た
「
木
の
駅
」
事
業
の

展
開
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
創
出
に
取
り
組
む
。 
国
立
公

園
内
と
い
う
規
制
が
厳
し
い
環
境
下

で
滞
在
意
欲
の
高
い
新
た
な
来
訪
者

層
の
獲
得
、
停
電
や
災
害
時
に
お
け

る
レ
ジ
デ
ン
ス
力
の
強
化
を
図
る
。 

を
実
施
。

　

本
年
度
は
小
水
力
発
電
所
の
詳
細

設
計
に
着
手
す
る
。
25
年
度
は
、
い

よ
い
よ
発
電
所
の
工
事
に
入
り
、
26

年
度
竣
工
、
27
年
か
ら
本
格
稼
働
を

予
定
し
て
い
る
。
総
事
業
費
約
26
億

円
、
こ
の
う
ち
国
か
ら
の
交
付
金
は

約
17
億
円
を
見
込
む
。 

　

松
本
市
は
県
内
最
大
の
面
積
を
有

す
る
人
口
約
24
万
人
の
中
核
市
。
信

濃
川
水
系
の
水
力
発
電
所
が
立
地

し
、
地
域
の
小
河
川
は
小
水
力
発
電

に
強
み
を
持
つ
。
一
方
で
乗
鞍
高
原

で
は
国
立
公
園
エ
リ
ア
に
お
け
る
再

エ
ネ
や
、
ア
ク
セ
ス
路
が
少
な
い
地

域
に
お
け
る
災
害
の
対
応
力
の
確
保

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
消
の
た
め
、
国

立
公
園
エ
リ
ア
内
で
地
域
共
有
財
産

年
度
は
同
発
電
所
整
備
の
基
本
設
計

お
よ
び
老
朽
化
し
休
業
と
な
っ
て
い

た
食
事
処
「
坐
望
庵
」
の
改
修
な
ど

乗
鞍
高
原
で
脱
炭
素
に
取
組
む

長
野
県

　

電
子
入
札
も
事
業
者
、
自
治
体
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。
電
子
入
札

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
は
入

札
申
込
書
の
提
出
や
入
札
書
へ
の
押

印
、
郵
送
、
開
札
立
ち
合
い
と
い
っ

　

市
部
は
全
19
市
が
実
施
を
決
め
た

が
、
町
村
部
は
様
子
見
の
と
こ
ろ
も

多
い
。
町
村
部
の
参
画
動
向
を
４
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
、
南
信
地
区
は

22
町
村
の
う
ち
10
の
町
村
が
実
施
を

決
め
て
い
る
一
方
、
東
信
地
区
は
11

町
村
の
う
ち
３
町
村
、
中
信
地
区
は

15
町
村
の
う
ち
白
馬
村
の
み
、
北
信

地
区
も
10
町
村
の
う
ち
坂
城
町
の
み

に
と
ど
ま
る
。

　

建
設
部
技
術
管
理
室
は
「
ま
ず
は

県
と
34
市
町
村
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

負担軽減へ
電子化進む

ら
そ
の
他
の
契
約
や
製
造
の
請
負
、

物
件
の
買
入
れ
で
電
子
入
札
を
導
入

す
る
。

　

市
町
村
で
は
23
年
度
以
前
か
ら
長

野
市
、上
田
市
、小
諸
市
、大
町
市
、

茅
野
市
、
佐
久
市
の
６
市
が
建
設
工

事
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
で

電
子
入
札
を
導
入
し
て
い
る
。

　

現
在
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
は
少
な
い
が
、

相
互
の
負
担
軽
減
や
効
率
化
を
推
進

す
る
た
め
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
予
定
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
き
て
い
る
。
建
設
工
事
や
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
で
今
年
10
月

か
ら
松
本
市
、
岡
谷
市
、
飯
田
市
、

須
坂
市
、
塩
尻
市
、
東
御
市
、
軽
井

沢
町
、下
諏
訪
町
、原
村
、宮
田
村
、

松
川
町
、
高
森
町
の
12
市
町
村
が
。

25
年
４
月
か
ら
は
諏
訪
市
、
中
野

市
、
富
士
見
町
、
飯
島
町
の
４
市
町

で
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

予
定
。

　

そ
の
他
の
契
約
や
製
造
の
請
負
、

物
件
の
買
入
れ
に
つ
い
て
は
、
23
年

度
ま
で
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は

な
く
、上
田
市
、須
坂
市
、塩
尻
市
、

東
御
市
、
下
諏
訪
町
、
原
村
、
宮
田

村
、
松
川
町
の
８
市
町
村
が
今
年
10

月
か
ら
。
長
野
市
、
松
本
市
、
岡
谷

市
、諏
訪
市
、富
士
見
町
、飯
島
町
、

高
森
町
の
７
市
町
が
25
年
４
月
か
ら

導
入
を
開
始
す
る
見
込
み
だ
。

　長野県では2024・25・26年度を資格付与期間とする次期定期審査から、一部市町
村と共同で入札参加資格申請の電子化および窓口一元化を図る。県内77市町村のう
ち34の自治体が参画を決めており、市部は19市全てが実施を決めている。人口カバ
ー率は89％であることから、様子見は比較的小規模な自治体が多いと推測される。

た
作
業
が
不
要
と
な
る
。
行
政
と
し

て
も
シ
ス
テ
ム
で
情
報
を
保
管
で
き

る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
的
に
も
安

全
で
あ
り
、
紙
よ
り
も
間
違
い
が
起

こ
り
に
く
い
。
県
で
は
今
年
８
月
か

南
信
が
先
行
、

東
中
北
信
は

�

様
子
見
多
く

導
入
自
治
体
が

増
加
傾
向

入
札
参
加
資
格

電
子
入
札

と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
は
77
全
て
の

市
町
村
が
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
く
」

と
話
し
た
。

　

対
象
と
な
る
資
格
は
「
建
設
工
事

（
森
林
整
備
業
務
を
含
む
）」「
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
業
務
」「
製

造
の
請
負
・
物
件
の
買
入
れ
・
そ
の

他
」
で
、
申
請
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
請
。
富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
長

野
支
社（
長
野
市
）が
構
築
す
る「
入

札
参
加
資
格
申
請
受
付
・
審
査
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
り
申
請
を
一
括
で
受
け

付
け
、
県
へ
設
置
す
る
共
同
受
付
窓

口
に
お
い
て
共
通
審
査
を
行
う
。

　

申
請
者
は
シ
ス
テ
ム
上
で
希
望
す

る
自
治
体
を
選
択
し
、
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
な
る
。
県
は
申
請
方
法
に

関
す
る
説
明
会
を
９
月
に
予
定
。
ま

た
説
明
会
終
了
後
、
申
請
方
法
に
つ

い
て
ま
と
め
た
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
。
申
請
手
続
き
は
例

年
通
り
で
あ
れ
ば
12
月
か
ら
始
ま

る
。
な
お
、
年
度
途
中
や
中
間
審
査

か
ら
の
参
画
は
基
本
的
に
難
し
い
と

し
て
い
る
。そ
の
た
め
、新
た
に
参
加

す
る
自
治
体
は
28
・
29
・
30
年
度
の

定
期
査
定
か
ら
と
な
る
見
込
み
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
事
業
者

の
資
格
取
得
に
要
す
る
作
業
負
担
の

軽
減
や
、
自
治
体
の
受
け
付
け
・
審

査
に
か
か
る
重
複
事
務
の
削
減
、
事

務
の
効
率
化
、
デ
ー
タ
書
類
管
理
の

効
率
化
を
図
る
。

　

40
町
村
は
参
画
を
見
送
る
方
針
だ

が
、
そ
の
大
き
な
要
因
に
つ
い
て
費

用
負
担
を
挙
げ
る
。
事
業
者
数
が
少

な
い
自
治
体
で
は
、
費
用
を
負
担
し

て
ま
で
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
多
く

な
い
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
導
入
時
に

各
自
治
体
の
作
業
負
担
が
増
え
る
こ

と
も
あ
り
、
参
画
に
前
向
き
で
は
な

い
自
治
体
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
は

人
口
規
模
で
費
用
が
変
わ
る
た
め
、

人
口
の
少
な
い
自
治
体
で
あ
れ
ば
そ

こ
ま
で
負
担
は
大
き
く
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
導
入
時
は
作
業
負
担
が

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
導
入
し

て
し
ま
え
ば
そ
の
後
の
事
務
作
業
の

負
担
は
軽
減
さ
れ
、
効
率
化
が
図
れ

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
事
業
者
や
自

治
体
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
も
入
札
参
加
資
格
申
請
の
電
子
化

お
よ
び
窓
口
一
元
化
へ
の
参
画
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

佐久地域

小諸市、佐久市、南牧村、軽井沢町、立科町

上田地域

上田市、東御市

諏訪地域

岡谷市、諏訪市、茅野市、下諏訪町、富士見町、
原村

上伊那地域

伊那市、駒ヶ根市、箕輪町、飯島町、南箕輪村、
宮田村

南信州地域

飯田市、松川町、高森町、阿南町

木曽地域

なし

松本地域

松本市、塩尻市、安曇野市

北アルプス地域

大町市、白馬村

長野地域

長野市、須坂市、千曲市、坂城町

北信地域

中野市、飯山市

25年度から共同受付を行う市町村

市町村
導入開始時期

建設工事
建設コンサルタントなど 物品など

長野市 ● 2025年4月

松本市 2024年10月 2025年4月

上田市 ● 2024年10月

岡谷市 2024年10月 2025年4月

飯田市 2024年10月 ―

諏訪市 2025年4月 2025年4月

須坂市 2024年10月 2024年10月

小諸市 ● ―

中野市 2025年4月 ―

大町市 ● ―

茅野市 ● ―

塩尻市 2024年10月 2024年10月

佐久市 ● ―

東御市 2024年10月 2024年10月

軽井沢町 2024年10月 ―

下諏訪町 2024年10月 2024年10月

富士見町 2025年4月 2025年4月

原村 2024年10月 2024年10月

飯島町 2025年4月 2025年4月

宮田村 2024年10月 2024年10月

松川町 2024年10月 2024年10月

高森町 2024年10月 2025年4月

●＝23年度以前に導入を開始　―＝導入時期未定

市町村の電子入札導入状況

長　野
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新たな時代を切り拓け

日本工業経済新聞

関東地整 西川 昌宏 企画部長に聞く

関東地整の取り組みを説明する西川企画部長

小
規
模
工
事
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
（
Ｍ
Ｇ
）
に

よ
る
整
形

若
手
技
術
者
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
小
規
模
施
工
実
習
状
況

　

―
―
週
休
二
日
の
取
り
組
み
を
は

じ
め
と
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
に

関
し
て
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

西
川　

働
き
方
改
革
の
推
進
で
は

24
年
度
か
ら
、
関
東
地
整
に
お
い
て

実
施
す
る
港
湾
、
空
港
、
官
庁
営
繕

工
事
を
除
く
全
工
事
に
つ
い
て
、
発

注
者
指
定
に
よ
る
月
単
位
の
週
休
二

日
制
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
将
来

的
に
は
、
休
日
の
質
の
向
上
の
さ
ら

な
る
推
進
の
た
め
、
土
日
を
休
み
と

す
る
完
全
週
休
二
日
制
を
目
指
し
て

い
く
。
月
単
位
の
週
休
二
日
制
工
事

に
お
い
て
も
、
土
日
を
休
み
と
す
る

完
全
週
休
二
日
を
実
施
し
た
企
業
に

は
工
事
成
績
評
定
で
加
点
す
る
。

　

週
休
二
日
に
つ
い
て
は
「
市
町
村

の
対
応
に
ず
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
指
摘
も
受
け
る
が
、
国
、

都
、
県
、
政
令
市
、
市
町
村
の
公
的

な
発
注
機
関
が
集
ま
る
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
発
注
者
協
議
会
に
お
い
て
週
休
二

日
制
工
事
の
実
施
状
況
を
指
標
設
定

し
て
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
よ
り

一
層
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

週
休
二
日
は
他
産
業
で
も
当
た
り
前

に
な
っ
て
お
り
、
若
い
人
に
建
設
業

に
入
っ
て
き
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

環
境
整
備
の
基
本
的
な
部
分
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

―
―
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
浸
透
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
重
要

な
鍵
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
捉
え
方

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

　

西
川　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
直

轄
工
事
は
23
年
度
か
ら
原
則
適
用
し

て
い
る
が
、
発
注
者
や
中
小
企
業
も

含
め
て
、
う
ま
く
回
る
よ
う
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
講
習
会
を
適
宜
開
催
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
度

も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
も
力
を
入
れ
て
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
直
轄
工
事
は
８

割
程
度
だ
が
、
県
・
政
令
市
に
つ
い

て
は
約
２
割
程
度
の
実
施
率
と
な
っ

て
い
る
。
直
轄
工
事
で
も
、
Ｃ
・
Ｄ

級
に
絞
る
と
５
割
程
度
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
の
経
験
が
な
い
と
い
う
状
況
。
進

ん
で
い
な
い
状
況
が
課
題
と
し
て
あ

り
、
市
町
村
へ
の
浸
透
に
加
え
て
小

規
模
工
事
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
手
引
き

を
改
定
し
て
公
表
し
た
と
こ
ろ
。
よ

り
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
年
度

内
に
動
画
版
を
作
成
し
て
、
さ
ら
に

多
く
の
人
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
く
。
目
の
前
で
見
る
こ
と

の
で
き
る
現
場
見
学
会
も
好
評
な
の

で
、
そ
う
い
っ
た
機
会
も
引
き
続
き

設
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
相
談
相
手
と

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

設
置
し
、
連
携
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

を
開
催
し
て
い
る
。
い
ざ
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
や
ろ
う
」
と
し
て
も
、
初
期
投
資

が
必
要
な
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
経
営
者
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。

―
―
工
事
関
係
書
類
を
は
じ
め
と
し

た
新
た
な
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

西
川　

工
事
関
係
書
類
の
作
成
に

関
し
て
は
、
受
注
者
は
多
く
の
異
な

る
発
注
機
関
か
ら
受
注
し
て
い
る
一

方
で
、
発
注
機
関
ご
と
に
様
式
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
書
類
作
成

が
大
変
」
と
い
う
声
は
よ
く
聞
く
。

統
一
化
す
る
こ
と
で
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
23
年

度
に
埼
玉
県
と
調
整
し
、
選
定
し
た

26
書
類
の
中
か
ら
24
書
類
、
率
に
し

て
92
％
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
次
に
ど
こ
の
自
治
体
と
統
一
化

が
で
き
る
か
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
事
例
が
一
つ
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お

い
て
紹
介
し
て
い
る
。
管
内
の
他
都

県
政
令
市
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
理

解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
準
備
が

整
っ
た
自
治
体
か
ら
順
次
統
一
化
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
自
治
体
そ
れ

ぞ
れ
で
事
情
は
異
な
る
が
、
受
注
者

に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の

で
、
年
度
末
ま
で
に
取
り
組
み
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
。

　

ま
た
、
土
木
工
事
電
子

書
類
ス
リ
ム
化
ガ
イ
ド
を

３
月
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
た
。
発
注
者
側
の
誤

っ
た
指
摘
事
例
と
適
切
な

対
応
を
記
載
し
た
ほ
か
、

設
計
変
更
に
関
す
る
協
議

資
料
な
ど
は
動
画
の
活
用

や
遠
隔
臨
場
に
あ
わ
せ
て

実
施
す
る
こ
と
で
削
減
可

能
な
旨
の
追
記
に
加
え
、

書
類
作
成
に
関
す
る
土
日

勤
務
な
ど
の
抑
制
の
た

め
、
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ

ン
ス
を
追
記
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
検
査
書
類

限
定
型
工
事
を
24
年
度
か

ら
標
準
化
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
受
注
者
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

―
―
２
０
２
４
年
問
題

は
喫
緊
の
課
題
。
生
産
性

向
上
、
働
き
方
改
革
、
時

間
外
労
働
を
削
減
す
る
た

め
に
、
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
と
い
う
職
域
も
あ
り
ま

す
が
、
全
体
的
に
２
０
２

４
年
問
題
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か

　

西
川　

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
有

効
な
取
り
組
み
の
一
つ
。
企
業
努
力

の
成
果
で
あ
り
、
就
業
環
境
を
よ
く

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
い
い
取

り
組
み
だ
と
思
う
。

　

２
０
２
４
年
問
題
全
体
に
関
し
て

は
「
ど
こ
に
聞
い
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
悩
み
を
改
善
す
る
た

め
、
関
連
相
談
窓
口
を
企
画
部
と
建

政
部
に
設
置
し
た
。
物
流
業
界
で
も

２
０
２
４
年
問
題
が
あ
り
、
資
機
材

の
搬
送
を
は
じ
め
、
影
響
が
建
設
業

に
も
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
現
時
点
で
は
、
正
式
に
は
影
響

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
作
業
効
率
に

も
及
ぶ
だ
け
に
融
通
が
利
か
な
い
こ

と
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
現

場
で
ど
う
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
る

か
、
意
見
交
換
会
な
ど
の
場
に
お
い

て
、き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　

―
―
そ
の
ほ
か
、
関
東
地
整
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

西
川　

現
場
管
理
費
の
見
直
し
で

は
最
新
の
実
態
を
踏
ま
え
、
書
類
作

成
経
費
や
下
請
け
の
本
社
経
費
な
ど

に
よ
る
現
場
管
理
費
の
増
加
を
反
映

さ
せ
る
。
朝
礼
や
準
備
体
操
、
後
片

付
け
な
ど
は
１
日
の
就
業
時
間
に
含

ま
れ
る
も
の
で
標
準
歩
掛
に
反
映
し

た
ほ
か
、舗
装
版
破
砕
工
な
ど
現
道
・

維
持
関
係
な
ど
11
工
種
で
、
現
場
移

動
な
ど
に
よ
り
作
業
時
間
が
短
く
な

り
、
日
当
た
り
施
工
量
が
減
少
し
て

い
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
た
め
、
歩
掛

に
反
映
し
て
積
算
の
適
正
化
を
図
っ

た
。

　

ま
た
、
労
務
単
価
や
補
正
率
な
ど

の
見
直
し
は
３
月
１
日
以
降
に
入
札

に
諮
る
工
事
か
ら
適
用
し
て
い
る
。

　

総
合
評
価
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
Ｄ

Ｘ
大
賞
の
受
賞
企
業
に
加
点
評
価
す

る
ほ
か
、
総
合
評
価
に
お
け
る
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
関
連
認
定
企
業

の
加
点
評
価
を
24
年
度
中
に
、
全
工

事
・
業
務
へ
適
用
拡
大
す
る
予
定
。

　

建
設
業
に
お
け
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
４
月
か
ら
適
用
さ
れ

て
、
３
カ
月
弱
。
生
産
性
向
上
、
働
き
方
改
革
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
２
０
２
３
年
度
に
開
催
し
た
１
都
８
県

建
設
業
協
会
な
ど
と
の
意
見
交
換
会
を
踏
ま
え
、
週
休
二
日
の
推
進
や
現

場
管
理
費
の
見
直
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
、
書
類
作
成
業
務
の
負
担
軽
減
と
い

っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
西
川
昌
宏
企
画
部
長
に
聞
い
た
。

週休二日やICTなどの取り組み推進

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

創
設
し
て
連
携
を
深
め
る

生
産
性
向
上
、働
き
方
改
革
に
対
応

�

時
間
外
労
働
上
限
規
制
適
用
か
ら
３
カ
月
弱
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▼
ま
な
ぶ　

ビ
ル
と
か
大
き

な
建
物
が
あ
っ
と
い
う
間
に
で

き
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
丁
寧

で
早
い
仕
事
な
ん
だ
な
と
感
じ

ま
す
よ
ね
。

　

▼
た
く
み　

建
設
中
の
骨
組

み
と
か
よ
く
見
る
の
が
好
き

で
、
ま
ず
そ
の
時
点
で
ど
の
よ

う
に
建
て
た
の
か
、
ま
た
、
建

物
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
作
業
員
の

足
場
な
ど
も
同
時
に
作
っ
て
い

る
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
１
週
間
後
に
は
も
う
出

来
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
ま
る
で

魔
法
を
使
っ
た
か
の
よ
う
な
早

さ
で
驚
き
ま
す
。

　

▼
ま
な
ぶ　

建
設
業
の
作
業

員
の
方
に
は
本
当
に
尊
敬
し
か

な
い
で
す
よ
。

　

▼
た
く
み　

尊
敬
で
言
う

と
、
命
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

で
仕
事
し
て
い
る
こ
と
は
大
き

い
で
す
。
僕
ら
芸
人
は
“
ス
ベ

る
”
と
い
う
危
険
が
付
き
ま

と
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
作
業

員
の
滑
る
は
命
に
関
わ
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で

日
々
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
ね
。

　

▼
ま
な
ぶ　

芸
人
の
中
で
ス

ベ
っ
た
時
は
「
や
っ
ち
ま
っ

た
・
・
・
」
と
思
う
だ
け
で
済

み
ま
す
が
、
建
設
業
で
は
そ
れ

だ
け
じ
ゃ
済
ま
な
い
で
す
も
ん

ね
。

　

▼
た
く
み　

た
と
え
、
作
業

員
自
身
が
滑
っ
た
り
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
高
所
で
も
の
を

落
と
し
た
ら
地
上
に
い
る
人
に

危
険
が
及
ぶ
。
ま
た
、
完
成
後

に
あ
る
べ
き
部
品
が
な
か
っ
た

ら
、
さ
ら
に
危
険
で
す
よ
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
な
か

で
作
業
で
き
て
い
る
の
は
、
ま

さ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ

と
感
じ
ま
す
。

　

―
建
設
業
に
は
危
険
を
含
め

た
「
３
Ｋ
」
の
良
く
な
い
印
象

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
ど
う
で
す
か
。

　

▼
た
く
み　

そ
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
の
言
葉
が
あ
る
の
は
知

ら
な
か
っ
た
で
す
。
危
険
を

伴
っ
て
い
る
こ
と
と
、
目
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
の
仕
事
が
多
い

か
ら
そ
う
感
じ
て
し
ま
う
の
で

す
か
ね
。

　

▼
ま
な
ぶ　

僕
ら
芸
人
の
仕

事
は
、
ウ
ケ
た
ら
直
接
評
価
さ

れ
る
。
今
は
減
っ
て
き
ま
し
た

が
、
実
は
芸
人
に
も
身
体
を
張

る
、
い
わ
ゆ
る
危
険
な
仕
事
は

あ
り
ま
す
。
僕
は
以
前
、
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
の
技
を
か
け
ら
れ
る

と
い
う
企
画
で
、
マ
ッ
ト
が
な

い
と
こ
ろ
に
投
げ
ら
れ
ま
し
た

（
笑
）。
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の

で
良
か
っ
た
で
す
が
、
身
体
を

張
っ
た
こ
と
で
芸
人
と
し
て
の

評
価
に
は
結
び
つ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

▼
た
く
み　

直
接
評
価
は

さ
れ
に
く
い
の
か
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
商
業
施
設
が
完

成
し
て
「
こ
の
施
設
で
き
て
う

れ
し
い
」
と
思
う
人
は
多
い
け

ど
、
直
接
作
っ
て
く
れ
た
人
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
何
人
が
思

う
の
か
。
今
日
こ
の
話
を
し
た

二
人
が
思
う
建
設
業

尊
敬
強
く
日
々
感
謝

絶
対
ス
べ
ら
な
い
プ
ロ
の
技

がルーツの両者が対談
落
雷
防
ぐ
新
シ
ス
テ
ム

　
命
と
建
物
守
る
高
い
効
果
に

山室 和徳 氏

サンエンジニアリング
� 代表取締役

竹内 まなぶ 氏
カミナリ

石田 たくみ 氏
カミナリ

母
へ
の
電
話
が
き
っ
か
け

雷
よ
り
も
名
を
広
げ
る

　

▼
山
室　

コ
ン
ビ
名
「
カ
ミ

ナ
リ
」
の
由
来
は
ど
こ
か
ら
き

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

▼
た
く
み　

こ
れ
は
ま
な
ぶ

の
お
母
さ
ん
に
付
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
二
人
で
話
し
て
も
、

ま
っ
た
く
コ
ン
ビ
名
が
決
ま
ら

な
く
て
、
そ
の
時
に
、
ま
な
ぶ

が
「
親
に
名
付
け
て
も
ら
っ
た

方
が
し
っ
く
り
く
る
」
と
提
案

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

▼
ま
な
ぶ　

子
ど
も
の
名
前

を
付
け
た
の
も
親
で
す
し
、
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、

電
話
で
母
親
に
「
コ
ン
ビ
名

は
何
が
い
い
か
」
と
聞
き
ま

し
た
。
す
る
と
ま
ず
「
雷
様
」

（
ら
い
さ
ま
）
と
返
っ
て
き
た

の
で
す
。「
雷
様
」
は
茨
城
弁

で
「
雷
」
の
こ
と
を
指
し
、
そ

れ
で
あ
れ
ば
「
カ
ミ
ナ
リ
」
の

方
が
い
い
の
で
は
と
考
え
た
の

が
コ
ン
ビ
名
誕
生
の
由
来
で

す
。

　

▼
山
室　
「
カ
ミ
ナ
リ
」
が

気
に
入
っ
た
こ
と
で
コ
ン
ビ
名

に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
は

い
つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

▼
た
く
み　

23
歳
の
時
な
の

で
13
年
前
で
す
。
本
当
は
他
に

い
な
い
時
に
結
婚
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
、
３
歳
に
な
る
時
に
テ
レ
ビ

に
出
演
す
る
機
会
が
増
え
て
、

当
時
の
思
い
を
貫
い
た
こ
と
が

良
か
っ
た
な
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

に
引
っ
張
り
合
い
、
反
発
し
あ

う
「
電
界
」
が
で
き
ま
す
。
や

が
て
電
界
内
で
放
電
が
始
ま
り
、

雷
雲
の
下
方
か
ら
の
放
電
と
、

地
表
の
放
電
が
結
合
し
ま
す
。

こ
の
時
が
発
光
し
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ

と
雷
鳴
を
と
も
な
う
、
皆
さ
ん

が
知
る
落
雷
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

▼
た
く
み　

じ
ゃ
あ
雲
か
ら

落
ち
る
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、

地
表
の
放
電
と
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

　

▼
山
室　

お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。
と
こ
ろ
で
お
二
人
は
雷

で
危
険
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

　

▼
ま
な
ぶ　

実
際
に
危
険
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

で
す
ね
。
ピ
カ
ッ
と
し
て
す
ぐ

に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
鳴
っ
た
と
き
は

ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
で
す
。

　

▼
た
く
み　

別
の
話
で
す

が
、
雷
が
発
生
し
て
い
る
と
き

は
エ
ゴ
サ
ー
チ
し
づ
ら
く
な
り

ま
す
（
笑
）。
ど
こ
見
て
も
本

物
の
雷
の
話
題
ば
っ
か
り
な
の

で
。
こ
の
時
は
や
っ
ぱ
り
本
物

に
は
勝
て
な
い
な
っ
て
思
い
ま

す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
、
雷
か
ら

身
体
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

▼
山
室　

雷
鳴
が
聞
こ
え
た

ら
丈
夫
な
建
物
に
避
難
す
る
こ

に
何
か
付
け
よ
う
か
と
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
、「
カ
ミ
ナ
リ
」

単
体
で
名
乗
る
コ
ン
ビ
が
い
な

か
っ
た
こ
と
と
、
カ
ミ
ナ
リ
と

検
索
す
れ
ば
、
天
気
の
雷
が
最

初
に
出
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
例
え
ば
、
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ラ
ジ
オ
さ
ん
は
、
名
前
で

検
索
し
て
も
、
ま
っ
た
く
出
て

こ
な
い
の
で
、
頑
張
れ
ば
頑
張

る
ほ
ど
ヒ
ッ
ト
数
が
増
え
て
い

く
と
い
う
名
前
の
付
け
方
で

す
。

　

一
方
で
僕
ら
は
、
天
気
の
雷

に
検
索
で
勝
て
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
、
あ
え
て
こ
の
名
前
に

し
ま
し
た
。
カ
ミ
ナ
リ
と
検
索

し
た
ら
、
僕
ら
の
顔
が
最
初
に

出
て
く
れ
ば
う
れ
し
い
な
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

最
初
に
出
て
き
て
い
る
の
で
う

れ
し
い
限
り
で
す
。

　

▼
山
室　

結
成
当
初
の
頃
は

や
は
り
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
す

か
ね
。

　

▼
ま
な
ぶ　

一
緒
に
住
ん
で

い
た
の
で
、
そ
れ
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
い
つ
売
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
毎
日
が
楽
し
く
て
、

そ
の
思
い
が
強
い
で
す
か
ね
。

　

▼
た
く
み　

だ
か
ら
と
言
っ

て
、
あ
の
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

放
電
の
結
合
が
落
雷
に

遠
方
で
も
建
物
に
避
難

　

▼
た
く
み　

山
室
さ
ん
の
会

社
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

▼
山
室　

弊
社
は
１
９
９

４
年
に
３
人
で
創
業
し
ま
し
た
。

電
気
・
電
気
通
信
工
事
や
管
工

事
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
、

１
９
９
５
年
か
ら
雷
を
落
と
さ

な
い
「
放
散
式
新
防
雷
シ
ス
テ

ム
」
が
日
本
で
販
売
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
皮
切
り

に
、
国
内
数
百
カ
所
の
設
置
工

事
に
お
い
て
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
５
年
前
か
ら
、
弊
社
が
開

発
元
で
あ
る
米
国
Ｌ
Ｅ
Ｃ
社
と

↓

↓

と
が
重
要
で
す
。
４
月
に
は
宮

崎
県
で
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
し

て
い
た
高
校
生
18
人
が
、
落
雷

に
よ
り
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。
遠
く
で
雷
鳴
が
鳴
っ
て
い

る
か
ら
安
全
と
い
う
わ
け
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
樹
木
の
下
に
隠
れ
る

の
も
大
変
危
険
な
こ
と
で
す
。

木
に
落
雷
す
る
と
、
幹
を
通
し

て
電
流
が
流
れ
ま
す
。
落
雷
の

電
流
は
瞬
間
的
に
高
電
圧
・
高

電
流
と
な
る
た
め
、
命
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
天

気
予
報
の
精
度
が
格
段
に
向
上

し
て
い
る
の
で
、
事
前
に
予
報

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
予
防

の
一
つ
で
す
。

建
物
に
落
雷
さ
せ
な
い

放
散
式
新
防
雷
シ
ス
テ
ム

　

▼
ま
な
ぶ　
「
防
雷
シ
ス
テ

ム
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。

　

▼
山
室　

Ｄ
Ａ
Ｓ
（
放
散
式

新
防
雷
シ
ス
テ
ム
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
建
築
物
上
部
へ
イ

オ
ナ
イ
ザ
と
呼
ぶ
装
置
の
細
い

多
数
の
突
針
を
備
え
て
い
ま
す
。

イ
オ
ナ
イ
ザ
が
建
物
へ
の
直
撃

を
抑
え
る
役
割
を
す
る
ほ
か
、

建
屋
周
囲
の
地
中
に
地
電
流
収

集
線
を
埋
設
し
、
イ
オ
ナ
ナ
イ

ザ
と
電
気
的
に
接
続
す
る
こ
と

プ
し
た
い
か
と
聞
か
れ
た

ら
、
絶
対
に
し
た
く
な
い
で
す

（
笑
）。

　

▼
ま
な
ぶ　

地
元
で
は
お
も

し
ろ
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の

に
、
東
京
に
出
て
き
た
ら
、
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
が
全
然
違
う
。
と

て
も
シ
ビ
ア
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
辛
く
て
も
「
ど
う
せ
売

れ
る
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
を

作
っ
て
、
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
ね
。

　

▼
た
く
み　

僕
も
「
絶
対
売

れ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
、
芸
人
と
し
て
ま
だ
売
れ
て

コ
ン
ビ
命
名
後「
絶
対
売
れ
る
」

母
へ
の
電
話
が
き
っ
か
け

雷
よ
り
も
名
を
広
げ
る

で
防
雷
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
塔
な
ど
高
い
構
造

物
の
先
端
に
傘
型
電
荷
放
散
器

と
呼
ぶ
イ
オ
ナ
イ
ザ
を
設
置
す

る
と
、
鉄
塔
の
高
さ
を
半
径
と

し
た
半
球
内
へ
の
直
撃
雷
を
抑

止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

▼
た
く
み　

一
般
的
な
避
雷

針
は
そ
こ
に
落
と
す
と
い
う
役

割
で
す
が
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
は
建
物
に

雷
を
落
と
さ
な
い
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
す
よ
ね
。

　

▼
山
室　

お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
ね
。
落
雷
は
人
的
被
害
だ

け
で
な
く
、
建
物
の
損
壊
や
電

子
機
器
の
焼
損
の
被
害
が
あ
り

ま
す
。
特
に
イ
ン
フ
ラ
施
設
で

機
能
が
停
止
し
て
し
ま
う
と
重

大
な
二
次
災
害
を
及
ぼ
し
か
ね

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
直
撃
雷
の
ほ
か
に
誘

導
雷
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
誘
導
雷
は
付
近
に
落
雷
す

る
と
屋
外
か
ら
の
電
力
線
に
異

常
電
流
、
異
常
電
圧
を
引
き
起

こ
す
「
雷
サ
ー
ジ
」
を
発
生
さ

せ
ま
す
。
電
力
線
を
伝
わ
っ
て

建
物
内
に
侵
入
し
た
雷
サ
ー
ジ

が
電
子
機
器
な
ど
を
焼
損
さ
せ

ま
す
。
こ
の
誘
導
雷
は
半
径
約

２
㎞
に
わ
た
り
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ａ
Ｓ
は
基
本
的
に
直
撃
雷

を
抑
止
す
る
装
置
で
す
が
、
誘

Ｑ１ 茨城県の印象は

た
く
み

▶「都心から一番近い田舎」
撮影ロケ地が多く、メディアも茨城頼み

ま
な
ぶ

▶「都心から一番近い訛りがあるところ」
すごく近いのに、何でこんなに訛っているのだろう

Ｑ２ 県内のイチ押しスポットは
た
く
み

▶「鉾田の農産物直売所」
メロンなどおいしい野菜・果物が多いのは地元鉾田の強み

ま
な
ぶ

▶「鹿島サッカースタジアム」
ワールドカップでも使用した、茨城が世界に誇れるサッカー場

Ｑ３ 茨城県に必要な施設は

た
く
み

▶「テレビ局」
発信する場、特にエンタメに力を入れてほしい

ま
な
ぶ

▶「茨城と言えばこれという施設」
ディズニーランドのように、茨城と言ったら
すぐに頭に思い浮かぶ施設があれば

直
接
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
交
わ

し
、
国
内
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

▼
ま
な
ぶ　

そ
も
そ
も
雷
っ

て
ど
う
し
て
発
生
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

▼
山
室　

簡
単
に
申
し
ま
す

と
、
雲
の
中
で
は
氷
の
粒
が
互

い
に
付
着
し
、
ひ
ょ
う
や
あ
ら

れ
な
ど
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
静
電
気
が
発

生
し
、
や
が
て
雷
雲
（
積
乱

雲
）
に
な
り
ま
す
。
小
さ
な
氷

の
粒
は
プ
ラ
ス
の
電
気
（
+
電

荷
）
を
帯
び
て
雲
の
上
方
へ
、

大
き
な
氷
の
塊
が
マ
イ
ナ
ス
の

電
気
（
電
子
）
を
帯
び
て
雲
の

下
方
に
移
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
表
面
に
お
い
て

プ
ラ
ス
の
電
気
が
発
生
し
、
雲

と
地
表
と
の
空
間
で
、
た
が
い

放
電
の
結
合
が
落
雷
に

遠
方
で
も
建
物
に
避
難

建
物
に
落
雷
さ
せ
な
い

放
散
式
新
防
雷
シ
ス
テ
ム

サンエンジニアリング

　
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
カ
ミ
ナ
リ
」
の
石
田
た
く
み
氏
と
竹
内

ま
な
ぶ
氏
は
と
も
に
茨
城
県
出
身
で
、
天
気
の
雷
を
コ
ン
ビ

名
の
由
来
と
し
て
い
る
、
今
で
は
多
く
の
テ
レ
ビ
に
出
演
し

て
い
る
人
気
コ
ン
ビ
だ
。
一
方
で
古
河
市
に
本
社
を
置
く
サ

ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
山
室
和
徳
社
長
は
、
落
雷
を
防
ぐ

「
防
雷
シ
ス
テ
ム
」
の
販
売
・
設
置
施
工
を
日
本
で
唯
一
引
き

受
け
て
い
る
。
今
回
雷
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
両
者
の
対
談
が
実

現
。
カ
ミ
ナ
リ
に
名
前
を
決
め
た
詳
細
や
、
落
雷
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
守
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
話
し
合
っ
た
。

－

建
設
業
へ
の
印
象
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

－

建
設
業
に
は
危
険
を
含
め
た

「
３
Ｋ
」の
良
く
な
い
印
象
が

あ
り
ま
す
。そ
の
点
に
つ
い
て

は
ど
う
で
す
か

　グレープカンパニー所属。ボケの竹内まなぶとツッコ
ミの石田たくみのお笑いコンビ。ともに 1988 年生まれ
で、鉾田市出身。2016 年、17 年に「M－ 1グランプリ」
決勝進出。テレビやラジオで多くレギュラー番組を持つ
ほか、鉾田大使、いばらき大使を務めるなど、茨城県の
活性化にも寄与。たくみは中学高校の教員免許（英語）
の資格を保有し、まなぶには相方のツッコミを当てるこ
とができる「利きツッコミ」の特技がある。

カミナリ　プロフィール

やまむろ・かずのり　1962 年 5 月 18
日生まれの 61 歳。高校卒業後に国鉄
（現 JR 東日本）に入社。甲種電気車
の運転士を経験する。後に国鉄を退
社して、地元古河市に戻り、地元企
業に就職。1994 年にサンエンジニア
リングを創業し、現在に至る。古河
市電設業協会会長。趣味はゴルフ。

山室 和徳 氏　プロフィール

の
で
、
作
っ
て
く
れ
た
人
へ
の

感
謝
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
表
に
出
な
い
部
分
が
多

い
の
で
、
悪
い
部
分
の
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
悪
い
イ
メ
ー

ジ
の
方
が
出
や
す
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
そ
こ
も
含
め
て
、

僕
ら
の
た
め
に
働
い
て
い
る

の
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

―
現
場
で
働
く
作
業
員
の
方

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

▼
た
く
み　

建
物
が
で
き
た

時
に
、
作
業
員
の
皆
さ
ん
の
顔

を
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
人
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
感
謝
し

て
い
る
人
は
少
な
か
ら
ず
い
る

は
ず
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
安

全
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

▼
ま
な
ぶ　

実
は
、
ロ
ケ
で

声
を
か
け
ら
れ
る
方
の
割
合
っ

て
、
建
設
業
の
方
が
多
い
ん
で

す
よ
。
だ
か
ら
す
ご
く
見
て
く

れ
て
る
ん
だ
な
と
思
っ
て
う
れ

し
い
で
す
。
現
場
作
業
で
疲
れ

て
帰
っ
て
き
た
後
に
、
家
で
テ

レ
ビ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
カ

ミ
ナ
リ
を
見
て
癒
さ
れ
て
く
れ

れ
ば
と
願
っ
て
ま
す
。

－

現
場
で
働
く
作
業
員
の
方
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

導
雷
に
有
効
な
サ
ー
ジ
防
護
器

と
組
み
合
わ
せ
た
雷
防
護
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
直
撃

雷
、
誘
導
雷
対
策
が
可
能
と
な

り
ま
す
。（
※
Ｄ
Ａ
Ｓ
：
Ｄ
ｉ

ｓ
ｓ
ｉ
ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ａ
ｒ

ｒ
ａ
ｙ　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
の
略

称
）

活
動
の
裏
に
防
雷
の
努
力

痺
れ
る
漫
才
で
恩
返
し
に

　

▼
た
く
み　

改
め
て
雷
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
危
険
性
、
落
雷
の

防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
は
「
カ
ミ

ナ
リ
」
と
し
て
芸
人
活
動
を
す

る
に
当
た
っ
て
、
雷
の
被
害
が

出
て
し
ま
う
と
活
動
が
で
き
な

い
、
改
名
を
し
な
い
と
い
け
な

く
な
る
懸
念
は
前
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
雷
の
被
害

だ
け
は
起
き
な
い
で
く
れ
と

願
っ
て
い
た
部
分
は
あ
り
ま

す
。
今
回
の
対
談
を
通
し
て
、

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
す
ご
い

シ
ス
テ
ム
が
守
っ
て
く
れ
て
い

た
の
だ
と
知
り
、
感
謝
し
て
い

る
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

　

▼
ま
な
ぶ　

今
後
山
室
さ
ん

に
は
、
雷
を
防
い
で
も
ら
っ

て
、
僕
た
ち
は
皆
さ
ん
に
痺
れ

る
よ
う
な
お
笑
い
を
届
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

▼
山
室　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
フ
ァ

ン
や
テ
レ
ビ
の
視
聴
者
の
皆
さ

ま
が
痺
れ
る
よ
う
な
お
笑
い
を

お
届
け
い
た
だ
き
、
日
本
の
お

笑
い
界
を
け
ん
引
き
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た

私
と
し
て
も
、
今
後
は
こ
の
事

業
を
全
国
展
開
し
て
、
国
内
イ

ン
フ
ラ
の
重
要
な
施
設
や
、
何

よ
り
も
国
民
の
皆
さ
ま
の
生
命

と
財
産
を
守
れ
る
よ
う
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

活
動
の
裏
に
防
雷
の
努
力

痺
れ
る
漫
才
で
恩
返
し
に

  二人に茨城県について
  聞いてみました！
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